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        成功の記録指針


　


はじめに


　こんにちは、ふっさんです。

　

　とある大人気漫画の物語のなかで、「記録指針（ログポース）」というアイテムが出てきます。そのアイテムは島から島を繋ぐためのコンパスの役割を持っていて、不規則な海の流れを迷わず真っ直ぐ進むために欠かせないものです。

　

　多くの人が「人生の成功」を求めていますが、成功を納めるために必要なのは「方向性」だと思っています。立てた目標に向かって真っすぐ最短距離で進む。シンプルでわかりやすいのですが、これが意外と難しいのです。なぜなら、私たちの周りには色んな情報が入ってきて、ついつい方向性を見失って変な方向に進んでしまうからです。

　

　正しい方向に進むためには、思考が大切です。思考は自分の行動を決めるコンパスのようなものです。このコンパスが狂っていたら、目的の島に辿り着くどころか、間違った島に漂流してしまうことでしょう。それによって失う時間、お金、労力は計り知れないものになります。

　

　だから僕は、人生に迷わないために記録指針を作ることにしました。このアイテムの特徴は、次の島に進むために「ログ(記録)」を溜める必要があるということです。ログは、例えるなら自分の経験を通して得た「自信」のことです。自信を集めてきちんと記録すればログは溜まり、次の島まで迷わずに突き進むことができるでしょう。

　

　僕は、色んなことがあって月収５００万を達成しました。いまでこそ幸せに過ごせていますが、その結果を出すまでは苦労の連続だったと思います。苦労した経験は自分に原動力をもたらしてくれると思っていて、辛かった思い出も僕にとってはかけがえのない財産です。そのため、この本は自分の苦労を忘れないための備忘録として書き記しました。

　

　自分のために本を書きましたが、「暴力」「貧乏」「劣等感」から脱出して成功するまでの過程を生々しく書いています。ブログやメルマガでは書けなかった(書きたくなかった)エピソードまで書いているので、失敗や挫折からどういう気持ちで進んでいったのか、成功するイメージを掴んでみてください。

　

　この本が誰かの記録指針となってもらえれば幸いです。それでは始めます。


    
        極貧家庭で育って警察を３回呼んだ話


　

「キャーーー」という叫び声が聞こえ、リビングに向かった。ギラリと光る包丁が見えた。父が母に包丁を突き付けていた。

　

　当時の僕は小学生だったが、１０円玉を握りしめて家の近くの公衆電話から警察を呼んだ。１０円玉は返ってきた。

　

　しばらくして、道路をすべて埋め尽くすほどの白バイとパトカーがやってきた。

　武装した警官を家のなかに案内したら、包丁を持った父親は警察官に襲い掛かった。警察官はそれを防いで手首を掴み、グルっとまわしてあっという間に父親を制圧した。

　

　その出来事があってから、僕と母は父親から離され、しばらくのあいだ別々に暮らした。

　

　

　父親が包丁を取り出した理由は家の借金だった。母は浪費家で、ブランド物のバッグや宝石を「サラ金」という方法を使って買っていた。借金を作った原因となる母に対して、頭が沸騰してしまったようだ。

　

　それから、包丁を取り出すような事態が３回はあった。うち２回は僕が通報したわけだけど、３回通報していたら父親は逮捕されて即離婚するものだったらしい。

　

　僕の家庭では、暴力沙汰はしょっちゅう繰り返された。父は毎日のように母を殴るし、４つ年上の兄はその腹いせに僕を殴った。加えて、極度の貧乏だった。家にお金がないから、一週間のうちに２回しかシャワーを浴びさせてもらえなかった。ご飯は1日３回出たが、いつも１品+ご飯だった。かぼちゃ煮が一週間続いたこともあった。

　

　

　シャワーは週に２回浴びる。それが当たり前だと思っていたから、臭いやら汚いやらの理由で周りの友達にいじめられた。

　

　先生もグルになって僕をいじめてきた。赤ペンを買ってもらえなくて、忘れ物扱いされて廊下に立たされたこともある。算数の問題がわからなくて泣いていたら、助走を付けて先生に蹴られ、机ごと引っくり返されたこともある。

　

　家であまりご飯が食べれず、お腹がすいているから学校の給食をいっぱい食べようとした。すると先生が給食を大盛りにするのを禁止してきた。自分ばっかり食べて周りの人にあげる気持ちはないのかと叱られた。それから僕に給食を渡すときだけ少ない量になった。

　

　

　僕が生まれ育った場所は鹿児島だった。まだ武士道の精神が根強く残っている地域で、言うことをきかせるために暴力をふるうのは当然のことだった。

　

　学校に行くといじめられる。家に帰ると両親が喧嘩している。兄に暴力を振るわれる。

　

　子供ながらに何度も自殺をしようと考えた。２階から飛び降りたら死ねるのかなとか、いま死んだら天国に行くのか、それとも地獄に行くのか、どっちなのかなと考えていた。

　

　

　もともと、僕の家庭は大の金持ちだった。父親は実業家で、資産は最高で２億円ほど持っていたらしい。僕に物心がつく前の話だが、ランドクルーザーを所持し、タワーマンションの最上階に住み、毎日寿司を食べていたそうだ。

　

　僕も、小学校２年生の頃まで贅沢をしていた記憶がある。毎月どこかへ旅行に連れていってもらったし、休日は料亭のような場所でご飯を食べた。家庭内も平和でどこにも暴力はなかったし、好きなものを買ってもらう余裕も、勉強に集中できる環境も揃っていた。

　

　

　しかし、僕が小学３年生になる頃、父親の会社は倒産した。父親はすぐに転職してそれなりの収入を得たものの、母親の浪費癖は変わらず、あり得ないスピードでお金が減っていった。

　

　

　家に借金があるとわかったときは離婚も考えたらしい。ある日、父親に呼び出され、「どっちについていく？」と言われた。本当は母親のほうに付いていきたかったが、暴力が度を超えている父親の手前、そんなこと言えるわけもなかった。

　

　そういったやり取りが何度かあったあと、母親は家を飛び出した。僕は父親に付いていくと答えたためか、家に取り残された。

　

　家で寝ていると、深夜の２時頃に叩き起こされた。父親に車で遠くに連れていかれた。母親が隠れているらしい家だった。すぐに父親がドアを何度も蹴り、「出てこい」と叫んだ。ドラマかなんかで見たことのある、ヤクザのやり方そのものである。そのうち「お前も叫べ」と強要され、壁を叩きながら何度も母親を呼んだ。

　

　

　その出来事から数日経ち、僕にとって最も印象に残っている事故が起きた。自暴自棄になった父親がお酒を飲んだまま車を運転し、近所の家に突っ込んだのだ。

　

　知らせを受けて家を飛び出してみると、父親の自慢のランドクルーザーがコンクリートの塀に刺さってグシャグシャになっていた。色んなところに連れて行ってもらった思い出のある車だったから、その姿を見ると悲しい気持ちになった。

　

　すぐに父親の姿を探したが、幸い父親は生きていた。

　

　ただ、その姿を見て悲しい気持ちになった。まだお酒が残っているのか、やってきた警察官に怒鳴っていたのだ。何やら言葉にならないことをしきりに叫んでいる。しかもなぜか下着のままだった。

　

　事故を見にきた近所の人が何十人も集まっているなか、下着姿で大声を出して怒鳴り散らしている。自分の父親の哀れな姿を見て、思わず涙がこぼれた。そこには母親の姿もあった。泣きながら懸命に父親をなだめ、近所の人に頭を下げてまわっていた。

　

　

　

　この経験を通して確信していることがある。

　

「お金は人を狂わせる」。

　

　正確な言い方をすれば、貧乏は人の心をも貧しくするのだ。

　

　あんなに聡明で評判の良かった父親が、お金がなくなった途端に狂人となり、家庭は暴力の嵐になった。

　

　貧乏なせいで友達を失い、やりたいことが何もできず、心が変な方向に曲がり、まともな思考ができず、目が死に、次第には自殺を考えるようになった。

　

　周りの人間も、貧乏人を容赦なくいじめてくる。僕らも、どんなに共感しようと思っていても、ホームレスに対しては嫌な視線をぶつけるだろう。それと同じだと思う。貧乏になってしまうと、世界が敵になる。お金がなければ何もできず、将来の選択肢は暗いものだけが目立ち、先細りしていくばかりだ。

　

　

　世の中、お金がすべてはないという人もいるだろう。ただ、貧乏に青春を奪われた僕にとっては、幸せな人生を送る上で、まずはお金の問題を解決することが人生の最優先事項だと思う。

　

　お金があれば、健康なものを食べることができる。行きたいところに行くことができる。自分の気持ちに余裕ができる。好きな人を笑顔にすることができる。周りに魅力的な人が集まってくる。

　

　極端かもしれないが、お金があれば幸せでいられるのだ。親切すぎるくらいわかりやすいシンプルな法則は、幼少時代に僕が学んだこの世界の真理だ。

　

　


いじめられてオンラインゲームにハマり、廃人になった話


　

　中学生になると、僕は極度の厨二病にかかった。厨二病とは、例えれば自分を中心に世界がまわっていると本気で信じている人間のことだ。

　

　当時はアステカ文明が２０１２年に人類が滅亡するという説があったのだが、その説を多くの人に言ってまわったり、彼女ができたなどと色んな妄言を作っては友達に伝えたりした。友達の変な噂を作って流してしまったこともある。いま思い返しても死にたくなる時期だ。

　

　そんなことをやっていたからか、スクールカーストは最底辺にまで落ちた。そこに待っていたのはまたしても「いじめ」だった。

　

　朝、教室に入ると「うわ、きたぞ」という声が聞こえ、僕が席に座るまでみんなが注目する。椅子に座ると制汗剤の液体が塗ってあり、気付かずに座ってお尻が真っ白になった。当時の自分は笑いを取るためにピエロになっていたため、笑いを取れて嬉しいという捻じ曲がった気持ちだったのだが、いま思い返すとただの「いじめ」である。

　

　ほかにも、みんなの前でプロレスごっこに参加させられたこともある。みんなでサークルを作って僕を逃がさないようにし、喧嘩が強いやつらが一人ずつ出てきて一回ずつ何かしらの技をかけていくのだ。より派手な技を決めたやつが優勝というルールだったが、度を越えた技をかけてきたやつがいてたまに叫ぶときもあった。それでも空気を壊さないために笑いながら技を受け続け、クラスメイトの攻撃にずっと耐え続けていた。

　

　

　そして、ダメだった僕をさらにダメにさせたのが当時流行っていたメイプルストーリーというオンラインゲームだった。

　

　周りが部活に精を出すなか、僕は部活をサボって真っ直ぐ家に帰り、パソコンを起動した。

　

　オンラインゲームの世界にはリアルな人間がいる。でも、オンラインゲームの中の人達は僕のことを平等に扱ってくれたし、似たような人間がたくさん集まっていた。

　

　僕は居場所を見つけたような気がした。一緒にゲームの敵と戦ったり、チャットで話し続けたりすることができる。お互いに顔も見えず緊張もしないため、対面で話すとなにも喋れない僕にとってはとても居心地が良い空間だった。

　

　オンラインゲームの世界では「狩り」という概念がある。出てくるモンスターをどんどん倒して、経験値を貯めていくのだ。経験値を貯めればレベルが上がり、レベルが上がればそれだけ周りから尊敬されるようになる。

　

　僕はゲームのなかにいる人達から認められたくて、ひたすらレベルを上げることに専念した。

　

　狩りをしているあいだは、ひたすら単調作業の繰り返しだ。５０レベルから５１レベルに上がるためには２時間以上ずっと狩りを続ける必要があり、１００レベルから１０１レベルに上げるためには１０時間の作業が必要だった。

　

　狩りの時間を捻出するために、僕は親が起きてくる朝５時までひたすらパソコンの前でゲームを続けた。休みの日は朝から取り組み、深夜を通り越して朝まで夢中になることも多かった。最低でも１日１０時間以上はゲームに時間を捧げていた。

　

　学校で授業を受けているあいだも、ずっとオンラインゲームのことを考えていた。どうやってレベルを上げるか、メル(ゲーム内の通過)を稼ぐか、アイテムを手に入れるか。そういった戦略をノートに書いては一人でほくそ笑んでいた。周りから見ると相当気持ち悪いやつだったと思う。

　

　

　結局僕は、メイプルストーリーの世界で１５４レベルまで成長することができた。

　

　途中で高校受験のシーズンになり、パソコンを見えないところに封印したため、なんとかその世界から離れることができた。

　

　ゲームの世界を離れてから知ったことだが、当時のメイプルストーリーで１５４レベルまで上げるというのは異常なようだ。メイプルストーリーをやっていたという人に話を聞いても、大体が７０レベルとかで、最大でも１００レベル行くか行かないかというところだった。

　

　

　僕はこのときの経験を、自分が物事に夢中になれる限界の数値だと考えている。どんな物事でも、圧倒的少数である１５４レベルまで引き上げることができるという自信が付いた。

　

　何か夢中になったことがあれば、その夢中になった出来事は財産になる。ゲームでもスポーツでも趣味でもなんでもいい。とにかくその熱中度をそのまま違うことに情熱を移せば、新しい世界でもあっという間に結果が出ると思う。

　

　僕は、思いっきりオンラインゲームに没頭した。寝ても覚めてもゲームのことしか考えていない完全な廃人だった。もったいないことをしたと思うが、前のめりになれて良かったと思う。好きなことは好きなだけやって、嫌いなことは一切やらない。それくらい極端な人生を送ったほうが幸せだと思うからだ。

　

　もちろん、ゲームにハマりすぎて地の底まで落ちぶれてしまう人もいる。間違ったものを好きになってはいけないが、夢中になったものが自分の魅力を高めるものだったら、人間としての魅力は最高潮になると思う。

　

　


クラス１喧嘩が弱かった僕が空手で全国大会に出場した話


　

「暴力への抵抗」も僕のなかで大きなテーマの一つだった。学校でも家庭でも、腕力がヒエラルキーを決めていた。喧嘩が弱いやつは虐げられ、喧嘩が強いやつが上に登るというシンプルな価値観が僕の地元にはあった。

　

　父親はしょっちゅう暴力をふるった。何か気に食わないことがあると竹刀を振り回したり、本気のグーで顔面を殴られたり、頭を掴まれて壁に叩きつけられたりした。常に身体のどこかがいつも腫れ上がっていたと思う。

　

　末っ子の僕よりも兄がよくターゲットにされていたから、そのツケは僕にまわってきた。ジュースを持ってこいと言われてお金がなくてジュースを買えないでいたら真冬の外に締め出されたり、テレビゲームをして僕が勝つと、すぐにリアルの対戦が始まってコントローラーで思い切り顔を殴られた。ちょっと気に食わないことがあると殴る蹴るの暴行だった。柔道を知ってから、僕は柔道の技をかけられる実験体になった。

　

　

　ある日、物音がしたので布団から顔を出すと、父親が空中を飛んでいるのが見えた。そのまま一回転してコンセントがむき出しのところに叩きつけられていった。人間、本当に一回転するのだと思った。頭からは血が流れていた。

　

　何が起こったのかと状況を整理したら、どうやら高校生になった兄が父親をぶん投げたようだった。兄はそのまま倒れた父の頭を足で踏みつけ、叫びながら何度も何度も蹴り続けた。

　

　コンセントに何度も顔がぶつけられて血がたくさん出ているし、さすがにこのままだと死んでしまうと思ったので、母と二人でなんとか兄を食い止めた。兄が初めて腕力で父親を超えたのだ。これまでは腕力のあった父の発言が最も強かったのだが、その出来事のあとは兄が家庭内で一番発言力を持つようになった。

　

　発言力を持ってから、兄は調子に乗り始めた。命令口調で家族に命令を出すし、それに従わなかったらすぐに暴力を振るうようになった。一度、兄がお茶を持ってこいと言ったことにムカついて洗剤を入れて渡したら、しこたま頭を蹴りつけられて耳が聞こえなくなるほど腫れ上がった。

　

　

　力で叶わないのが、悔しかった。

　

　どこに行っても自分が勝てる相手はいなくて、腕力を持っている人間には一切逆らえなかったのだ。

　

　空手は小学校１年生の頃から続けていたものの、その空手は子供の骨格が正常になるまで組手をやらせてくれなかった。ひたすら「型」を繰り返し、正常な身体を身に付けるまでは同じ動作を何度もやらされるだけだった。

　

　加えて、運動神経も絶望的に悪かった。

　

　背の順に並ぶといつも一番前で、根性もなかったので喧嘩は弱く、運動神経は最悪だった。かけっこではいつもビリ、みんなができるウンテイが僕にはできなかった。腕相撲を女子とやらされて負けたりもした。昼休みになってドッチボールになると、いつも最初に当たってそれ以降は一切ボールに触れなくなる。

　

　中学生のうちは、運動神経がヒエラルキーを決める。当然ながら僕はほとんど最下層の人間で、いつも運動部の人間にこき使われていた。そのうえ気が弱く、何をされても下を向いて俯いているような軟弱者だった。

　

　　


空手の猛特訓で得た「上達」


　

　そんなポンコツな状態で、喧嘩に勝てるわけがない。いつの日か周りの人間の誰よりも強くなってやると誓っていたのだが、なかなか機会は訪れなかった。

　

　そのまま僕は高校生になった。高校生にもなると骨格が安定してくるため、空手で組手を教えてもらえるようになった。ようやく強くなれると思い、高校の部活には入らないで空手に集中した。

　

　そんな環境で小学校から空手を続けていたが、いざ組手をやるとなると何から始めればいいかわからなかった。とりあえず数をこなせばうまくなると思い、我流で実践した。部屋の壁に「正拳突き１日１０００本！」と書いて毎日やり続けた。

　

　当然、そんなことをしてもまったく強くならない。それもそのはずで、意味のないことを何回繰り返しても上達はしないからだ。

　

　ただ、毎日１０００本は正拳突きをしているということを空手の先生に話したら、熱意が伝わったのか真剣に空手を教えてくれることになった。

　

　余談だけど、僕の空手の先生は大学生の頃に全国大会を四連覇し、これ以上は大会に出ないでくれと殿堂入りをした男だった。ヤクザ相手に９対１で無傷で勝ったり、車に轢かれて車のほうが止まったりといった本当かどうかわからない伝説を持っている。

　

　そんな先生による、スパルタな練習が始まった。

　

　先生が竹刀を持ってひたすらに振り回してくるのを避ける練習をした。ほとんど避けれないため、最初は身体中がミミズ腫れになった。重い防具を付けたまま蹴り１００発以上蹴ったり、腕立ても腹筋も部活の比にならないくらい過酷なものだった。

　

　度を越えた運動をすると、本当に吐きそうになる。海に入っているみたいな感覚に襲われ、そのまま何度か倒れたこともあった。倒れていると、外に締め出されて水を掛けられる。僕は平成生まれだったが、そこだけ戦後の日本みたいなスパルタな訓練をさせられていた気がした。

　

　ただ、ここで逃げたら弱い自分のままで終わってしまう。辛い練習よりも、僕はそっちのほうが怖くて仕方なかった。だから、とにかく先生を信じて死ぬ気で食らいついた。

　

　さらに、先生が外部の道場から強い選手を招待して組手の稽古を付けてもらった。高校生の試合で一回戦も勝てないような人間が、県大会のチャンピオンクラスの選手といきなり試合をさせられるのである。戦ったら、こっちの攻撃をすべて躱され、カウンターでみぞおちを蹴られて道場の端っこまで吹き飛んだ。道場の真ん中で戦っていたはずなのに壁に背中を思いっきり打ち付け、数秒遅れて地獄のような痛みを味わった。

　

　

　先生はテクニックをほとんど教えてくれなかった。その代わり、練習方法と考え方だけは徹底的に仕込まれた。そして、考え続けろと言われた。駆け引きを覚え、とにかく考えて考えて考えまくって、どうやったら相手に勝てるのか戦略を立てろということを教わった。

　

　まずノルマとして課せられたのが、１日３００回の空間蹴りだ。３００本も蹴ろうとすると１時間以上も時間がかかる。それを絶対に毎日続けろと言われた。

　

　これを言われたときは正直、空間蹴りの意味も考えることの重要性もわからなかった。この先生は教えるのが下手くそだなと思った。

　

　ただ、どうしても強くなりたかったので、納得していなかったけど素直に実践した。１日３００本も蹴ると、途中からお腹が痛くなって倒れ込みたくなる。そろそろ１時間は練習しただろうと思って時計を見ると、１０分しか経っていなかったりする。足の皮はズル剥けになり、小便が少し赤みがかるようになった。

　

　

　研究もした。空手の動画がネット上に少なかったため、ひとつの動画を１０００回以上は再生したと思う。僕は左利きだったため、右利きの選手の動画を鏡に映して左利きのようにして再生した。

　

　そして、徹底的に真似をした。自分が憧れるチャンピオンの構え、蹴りの動作、挨拶の仕方からリズムの取り方まで全てを盗むつもりで真似をした。

　

　真似ばかりしていると、次第に自分の動きも変わってくる。これまではぎこちなくてヨレヨレだった動きにキレが出始め、身体の動かし方もわかるようになっていった。

　

　徹底的に真似をして基本を固めたあとは、自分で工夫して色んな練習をした。あらゆる角度から自分の蹴りを撮影してみたり、天井からぬいぐるみをぶらさげて高いところを蹴るようにしたり、友達にグローブをはめさせて全力で殴りかかってもらったりした。

　

　


兄をボコボコにしたら家庭内に平穏が訪れた


　

　さすがにこれだけやっていると、腕力も付いてそれなりに喧嘩も強くなる。

　

　そろそろ兄に勝てるかなと思っていた矢先、ささいなことで喧嘩になり、兄がいつものように殴りかかってきた。

　

　いきなりの攻撃だったため何発かもらったが、パンチに当たってもあまり痛くなかった。そのパンチよりも、空手のチャンピオンの蹴りのほうが何倍も重かった。

　

　思いきり兄を殴り返すと、兄が顔を歪めて後ろに退いた。背負い投げをされそうになったが、それも踏ん張って耐えることができた。これはいけるぞと思い、空手で練習した蹴りやパンチも交えて１６年分の仕返しをした。恨みが篭っていたので、我も忘れて兄を殴り続けた。

　

　途中、兄が近くにあった扇風機を持ち出して襲い掛かってきたが、持ち上げた瞬間にローキックをして兄を跪かせ、顔面に思いっきりサッカーボールキックを入れた。足の先で何かが折れる感触がして、血が噴き出した。流石にやばいと思い、喧嘩はそれで終了した。

　

　

　兄とはそのまま絶縁状態になり、数ヵ月後に家を出ていった。それ以来は一切連絡を取っておらず、いまはどこで何をしているかもわからない。

　

　兄を倒したとなると、父も僕に暴力を振るうわけにはいかなくなる。抑止力となって存在することで、父親の暴力も完全に封じ込めることに成功した。ついに家庭内に平穏が訪れたのだ。

　

　平穏が訪れてから、家庭に怒鳴り声が聞こえなくなった。父が母に当たろうとするとすぐに僕が睨みつけた。

　

　相変わらず家は貧乏だったけど、ごく普通の家族のような空間ができあがった。ゆっくりご飯を食べ、風呂に入り、勉強して寝る。そういった普通の空間が、暴力に怯えながら生きてきた僕にとっては限りなく心地よかった。

　

　

　どんな社会にも、序列を決める基準のようなものがある。小学校なら運動神経、進学校に進んだのなら学力、社会に出たら収入などがそれに該当するだろう。

　

　僕が育った環境は、その基準が「腕力」だった。腕力さえ鍛えれば惨めな思いをする必要もないし、欲しいものを手に入れることができる。サバンナと同じルールで知性の欠片もないが、シンプルで非常にわかりやすい世界だと思う。

　

　もちろん、いまは腕力よりも頭脳のほうを重要視している。資本主義社会では、自分の頭で考えて思考を鍛えた人が勝つような仕組みになっているからだ。

　

　だから僕は、この社会で勝ち続けるために徹底的に思考を鍛えている。それさえやっていれば、もう他人の力にビクビクしながら過ごすような惨めな思いはしなくて済むからだ。

　

　


努力は人を裏切らない###　


　

　結局、空手は最高で全国大会ベスト１６になるまで成長した。もともとは喧嘩に勝つために続けた空手だったが、途中から空手自体が本気で楽しくなってとことんのめり込んだ。

　

　このときの努力があったからか、高校の３年生になると運動神経がみるみる上昇していった。何回か喧嘩をしたが、小柄な僕のほうが喧嘩に勝つようになった。ガタイが良くなって自信も付いたのか、声も大きくなって堂々とした態度で過ごすようになった。

　

　友達関係もガラッと変わった。ポンコツだったときにあれだけ羨ましく眺めていたクラスの中心人物達と行動するようになった。

　

　そして、その世界はまったく違うことに気付いた。休み時間にふざけることがこんなに楽しかったことや、昼休みに楽しく笑いながら食べるご飯がこんなに美味しいなんて知らなかった。先生の態度も、友達の態度も、女子の態度もみんな変わっていった。自分の想像をはるかに超える充実がそこにはあった。

　

　

　自分にコンプレックスを持っているのであれば、何かに夢中になってしまえば良い。僕は空手に熱中したが、別に手段は何でもいい。スポーツで成功しても、勉強で成功しても、あるいは仕事で成功しても世界は変わると思う。

　

　大切なのは、自分の努力の限界を超えたその先まで努力をすることだ。コンプレックスを治してくれるのは結果ではなく、成長する前の自分と、成長した後の自分との大きなギャップだ。そのギャップが大きければ大きいほど自分は変われるということに気付くし、自分にはなんでもできるという自信に繋がる。さらに、努力をすることで得られた経験、悔しさ、楽しさがすべてあなたの財産になる。

　

　

　そして成功したあかつきには、想像をはるかに超えた楽しい世界がある。ときおり「幸せすぎるんじゃないか」と不安になってしまうほど、楽しい世界がそこには待っている。これからも、夢中になったものにはとことん打ち込み、自分の世界を彩りのあるものに変えていきたいと思う。

　

　


偏差値４０から偏差値６０の国立大学に合格した話


　

　

「受験」も人生における大きな試練のひとつだ。

　

　僕はもともと頭の悪い人間だった。というより、まともな思考ができていなかったと言えるだろう。ノートをキレイにまとめたり、物事を暗記したりするといったことがまったくできなかった。

　

　どれくらい絶望的だったかというと、周りが１時間で終わる勉強を５時間かけても理解できないというひどさだった。友達と一緒に勉強を初めても、途中から友達の会話にまったく付いていけなくなる。集中力のなさも絶望的だった。

　

　加えて、中学の頃はオンラインゲームやアニメに夢中だったし、家庭環境は最悪だったので成績が伸びようはずもない。兄も偏差値３８の高校に進学したため、家に明らかにヤンキーっぽい人を連れてきては朝まで騒いでいた。もちろん、僕が勉強をしているのを見るとすぐに邪魔をしてきた。

　

　環境も悪かったのだけれど、もともと僕は勉強が大嫌いだった。自分自信に大きな原因があったのだ。

　

　成績は、普通の公立中学校で２４０人中１７０番くらいだったし、全国模試だと偏差値は４２とかその辺だっただろう。個別の科目で見ると偏差値３６も普通にある。

　

　いま考えると、勉強できない理由を環境のせいにしていたと思う。実際にはそうだったかもしれないが、自分は環境が悪いとか、「学校で勉強したことは社会に出ても役に立たない」というネットの情報を盾に勉強から逃げていた。そんな姿勢だったから、絶望的なくらい成績が上がらなかった。高校に入っても成績は変わらず、空手にも夢中だったので勉強は完全に二の次だった。

　

　高校３年生になっていよいよ大学受験が目前に迫ってきた。夏休みを空けた頃のテストではクラスで下から２番目という成績だった。

　

　僕の通っていた高校は「自称進学校」のようなもので、公立の大学に受かれば大成功というレベルだった。周りの友達はみんな専門学校や自衛隊、短期大学を志望していた。

　

　いまでも印象に残っているのが、英語の先生に質問をしに行ったところ、先生が２０分ほど考えた挙句に「わからない」と答えたことだ。自分はこんな高校で勉強していたのかと衝撃を受けた。

　

　そのなかで下から２番目だったから、当然ながら静岡大学はＥ判定である。大学受験にはＡＯ入試、推薦入試、一般入試と３回のチャンスがある。僕はＡＯ入試も推薦入試も受けて「学力不十分」で不合格になった。

　

　

　さすがにヤバいと思い、勉強以外のすべてのスイッチをオフにして受験に集中することにした。自分の頭の悪さと努力の足りなさを反省し、受験に全力で取り組むことにした。

　

　壁に「静岡大学合格」と「１日５時間」という紙を貼り、ハチマキをして受験勉強に取り組んだ。当時の自分は必死だったので、どんな古典的な方法でも何でも試してみようと思った。いま思うと１日５時間は少なすぎるが、当時の僕にとっては高い基準だと思っていた。

　

　１１月に入るといよいよ試験が目前に迫ってきたので、「デスマーチ」と称して１日１２時間は勉強していた。内容は、センター試験の過去問を２０年分引っ張ってきて、１００点を取るまで何度も繰り返し解くというものだった。

　

　そして、教科書を丸暗記しようとした。効率の良い勉強法なんか知らなかったし、塾に通わせてもらうお金もなかった。参考書は学校から支給されたものだけを使い、余計なものは一切買わなかった。Ｔａｒｇｅｔ１９００という単語帳をボロボロになるまで繰り返し丸暗記した。政治経済の教科書を何十週も繰り返し、教科書の中身に関してはほとんど間違わずに言えるようになった。

　

　先生に質問する時間も惜しかったし、たまに答えられないときもあったため、自分で解決する癖が身に付いた。インターネットで検索したり本を読んで調べたり、Ｙｏｕｔｕｂｅの動画を観て勉強した。

　

　

　受験生は、正月に「パック模試」というものがある。センター試験の模擬試験を解いて、自分がどれくらい実力があるのかわかる模試だ。それを学校全体で受けたのだが、そのときの結果はＥ判定だった。

　

　もう本当に、どうしようかと何度も何度も悩んだ。静岡大学以外の選択肢が頭に浮かんだし、そっちに行っても楽しそうだなと現実逃避をしたりもした。でも、ここで妥協したり諦めても仕方がないので、とにかくやれることは全部やってみることにした。

　

　

　あっという間に時間が過ぎ、いよいよセンター試験がやってきた。僕がセンター試験を受けた２０１３年度は「過去最高に難しい」と言われた年で、これまでやってきた対策がすべて無力化されるほどの難易度だった。

　

　国語が終わって休憩に入ったとき、右に座っている友達を見たら口を開けて放心状態になっていた。後ろに座っている友達を振り向いたら机に突っ伏して泣いていた。トイレに行ったらみんなが「ふざけんなよ・・・」という話をしていた。

　

　

　僕もまったく手応えがなかった。完全に終わったと思った。家に帰ってインターネットを開くと、全国から「今年のセンター試験はひどい」というコメントが出ていた。

　

　センター試験が終わって自己採点のために高校に行くと、お通夜みたいな空気が流れていた。僕も気分が落ち込んでいて、これで点数が低かったら田舎の大学に行って悠々自適に暮らそうかなということまで考えていた。

　

　しかし自己採点をしてみると、意外にも自分の過去最高点を記録していた。しかも、これまでに取ったことのない高得点を出していたのだ。何問か適当にマークしたものも当たっていた。自分の実力で取った点数というよりも、運が良くて底上げされたという印象だった。

　

　周りの人達はやはり点数は低かったようだ。廊下に出てみるとクラス別に得点が張り出されたが、僕はクラスでは上から２番目、学校では１０番以内に入るほどの点数を出していた。

　

　判定を見てみると、肝心の静岡大学の判定はＡ＋＋である。センター試験の直前はクラスで下から数えたほうが早かったのに、この下克上っぷりにはビックリした。このときばかりは、自分の運の良さに心の底から感謝した。


　そのまま静岡大学に志望校を設定し、二次試験を受験した。センター試験が難しかったため、二次試験の難易度は低めだった。それも幸いしたのか、もともと頭が悪くて応用力のない自分にとってはそこそこ解けた問題だった。

　

　

　迎えた合格発表の日。僕は合格発表の１時間前からパソコンの前で祈り続け、時間になるとゆっくりとページを開き、急いで自分の受験番号を探した。

　

　

　質素に並べられた受験番号のなかに、自分の「４５５１００」という番号を発見した。

　

　

　心の底から喜んだ。天気が、曇り空から一気に明るい晴れ模様に変わっていくように感じた。見る景色がすべて美しく感じられ、背中にあった重荷が降りて羽根が生えたような感覚に陥った。

　

　歓喜の叫びをし、しばらく暴れて喜んだあとすぐに周りの人に報告した。両親に合格したと言ったら、父親が涙を流して喜んでくれた。生まれて初めて見た父の涙だったので、思わずもらい泣きをしてしまった。自分のなかで一つ、親孝行ができたと思った瞬間だった。

　

　

　自分が入りたいと思った大学に、無事に合格することができた。

　

　

　僕が受験で成功できた理由は、たぶん運もあっただろうけれど、「選択と集中」が影響していたように思える。僕は何をするかということよりも、何をしないかということを徹底的に意識した。

　

　受験は目指している大学に入ればそれでいいので、自分にとって必要じゃない勉強はすべて無視した。極端な話、自分が受験する科目以外の授業はすべて寝ていてもいいのだ。

　

　そして何かに集中しているあいだは、友達の遊びも誘いも全部断る。生きるために最低限必要な活動以外は、すべて一つの物事に集中するのだ。そうして選択と集中を徹底してやれば、一気に結果を伸ばすことができると思う。

　

　

　勉強に関しての余談になるが、「家庭の収入」と「子どもの成績」は比例するという。実際、お金持ちだった小学２年生までは成績はほとんど満点だったが、貧乏になった瞬間に著しく成績が下がった。ストレスのかかる環境にいれば、それだけ勉強のことを考える余裕も無くなってくる。

　

　そして、日本は学歴で人生が決まるような残酷な社会でもある。高収入の家庭の子どもは良い大学に行き、良い企業に就職していく。貧乏な家庭の子どもは満足した教育を受けれず、学歴が低くなる。極端な言い方をしてしまえば、生まれたときの家庭の環境で人生が決まってしまうとも言い換えられるだろう。

　

　だからこそ、生まれた環境が恵まれていなかったのであれば、どこかで下克上をしないといけない。勉強をひたむきに頑張って国立大学に合格するでもいい。仕事で大きく成功してお金に困らなくなる生活を手に入れるでもいい。

　

　環境がどうしようもない状況でも、自分が動かせる幅はそれよりも大きいのだ。自分の行動次第でその幅はどんどん広がっていくし、しっかりと自分の意志を持って戦略を立てれば、自分の望んだ生活を得られると思う。

　

　


憧れの大学生活が最高につまらなかった話


　

　

　無事に高校を卒業し、憧れの静岡大学に入った。鹿児島という田舎から上京してきただけに、大学生活には凄まじい期待感があった。全力で遊んで、色んな経験をして、立派な社会人になろうと意気込んでいた。

　

　実際、大学には想像していた通りの楽しさがあった。

　

　サークルに行き、友達と集まってゲームをし、レンタカーを借りて遊んだりした。初めてのお酒も、親の監視のない生活も、勉強や部活に縛られない生活も最高に楽しかった。

　

　一週間以上遊びっぱなしで自分の家に帰らなかったり、泊まり込みで海に行って浜辺で寝るということもやった。これまでバカなことをやらないでいたから、友達と楽しく騒ぐことが心の底から楽しかった。

　

　まさに「大学デビュー」という言葉が似合うだろう。僕はこれまで失っていた青春を取り戻すために、一心不乱に遊ぶことに集中した。

　

　

　そんな生活が４ヵ月ほど続いたとき、僕の脳みそが危険な信号を発信し始めた。

　

　なんとなく講義に出て、毎日お酒を飲み、休日はダラダラと遊んで、お金がなくなったらアルバイトをする。そんな日々が確定していて、気が付くと周りと同じような、ありきたりな大学生に変貌していた。

　

　これはまさに理想としていた大学生活だったのだが、この生活の延長線上に自分の理想とする「立派な社会人」というものが存在するとは思えない。このままでいいのかと薄い疑問を持ちながら、ダラダラと普通の大学生活を続けていた。

　

　


居酒屋バイトで戦慄を覚える


　

　

　僕は家賃だけは親からの仕送りがあったものの、学費と生活費は全部自分で払っていた。そんな苦学生みたいな状況だったので、奨学金を借り、授業料免除を申請して大学に通っていた。しかしそれでも物理的にお金が足りなくなった。

　

　友達が入っていた居酒屋がどうやら稼げるらしいということで、居酒屋バイトを始めることにした。

　　

　居酒屋のバイトは過酷だった。体育会系の職場で、常に大きな声を出してテキパキ行動しなければならなかった。

　

　皿洗いに入ると７０度近い熱湯が飛び交うので、火傷と洗剤で手がズタボロになる。腰を前に傾けて何時間も手を動かすため、皿洗いが終わる頃にはお爺ちゃんみたいに腰を痛めていた。次々と運ばれてくる皿を洗いきれなくなると、近くにいるバイトリーダーに大声で怒鳴られた。

　

　ホールに出ると、丸形のトレンチにジョッキを７個置き、トレンチを片手で持ちながらもう片方の右手にはジョッキを４つ持ち、濡れている足場に注意しながらお客さんのところへダッシュした。そのダッシュの最中に思いっきり滑り、助走を付けながらお客さんの前でグラスを割ったこともあった。

　

　ドリンク作りをすると、物理的にさばききれないドリンクの注文が入ってくる。ピーピーと鳴りながら出てくる注文伝票が床に付き、ドリンクが遅いというクレームがたくさん入ってきた。目をグルグル回転させながら思考が飛ぶことが何回かあった。

　

　

　人間、本気で焦ると頭が真っ白になる。体育会系の職場だから、ミスをするとすぐに怒鳴られた。普通に言葉の暴力としては度が超えていて、「死ね」とか「殺すぞ」とかは日常茶飯事だった。眠そうにしていたら思いっきりビンタをされたり、胸ぐらを掴まれて個室に連れていかれて一時間以上も説教をされたことがある。

　　

　ここで、自分はどうやら仕事ができないらしいということに気が付いた。店のなかで迷子になったり、助走を付けてグラスを割ったり、２０００円のコースと５０００円のコースを間違えたくらいだから、かなりの要領の悪さだったと思う。

　

　

　加えて、ちょうど忙しくなる年末にバイトに入ったので、バイトの経験が少ない僕にとっては地獄のような日々だった。年末は地元に帰ることができず、７日間連続でフルスロットルで働き続けた。夕方４時にはバイト先に行き、朝の６時に帰るという生活を繰り返した。

　

　年越しの瞬間は、店長に説教されながら経過した。初日の出を見ようと思って朝４時に家に帰りついたのだが、あまりにも疲れていたため帰った瞬間に倒れ込み、起きたら昼の２時になっていた。正月もバイトに出なければならず、僕の大学１年の正月は睡眠とバイトで終わってしまった。

　

　初日の出も見られない、お節料理も食べられない、初詣にも行けない。ＳＮＳを見ると、友達は地元に帰って楽しそうな写真をアップロードしている。

　

　僕が実家に帰れなかったのは、お金がなかったからだった。年末年始なのに何でこんなに地獄を味わわないといけないのか・・・。またそこで惨めな気持ちになり、悔しさで涙が出た。

　

　年始のバイトもすべて出勤させられた。バイトが７連勤に達し、８日目になったときに高熱が出た。さすがにバイトは休ませてもらったが、まだ給料も入っていなくてお金もなかったため、薬も買えずにひたすらお茶を飲んで治そうとした。

　

　

　大学が始まると、周りの友達は楽しそうに年末年始の思い出を話していた。とてつもなく悔しかったのが、正月に実家に帰った友達がお年玉を１０万円ほどもらって帰ってきたということだった。しかも、親から交通費をもらって帰省していたらしい。

　

　１０万円というのは、僕が年末年始に地獄のような思いをして稼いだ額以上のお金だった。コタツに入って年末年始を楽しむだけなのに、高熱にうなされるほど働いた僕よりも多くのお金を貰っていた。実家を離れても、収入の格差というものの存在を痛感させられた。そのときは強烈な嫉妬の炎が出てきたのを覚えている。

　

　

　そんな経験があったから、僕はバイトを通して「労働」に対する強い恐怖を感じた。僕が連勤で苦しんでいると店長は笑顔で「おれは２１連勤目だ。がんばろうな」と平気で言っていたし、ＧＷやお盆、年末年始は１００％出勤しなければならない。

　

　バイト先の料理長は、あまりの激務にわさびのチューブを握る力がなくなるくらい追い込まれていた。ほかにも、強力な薬用洗剤が壁に跳ね返って目に入り、病院に行こうとしたら上司に出勤しろと言われたと愚痴を言っていたりもした。

　

　そして、話す内容はいつも他人の愚痴ばかりだった。あのバイト生が使えないとか(おそらく、僕も散々愚痴を言われていただろう)、店長がうざいとか料理長の仕事が遅いとかとか、あの上司が気に食わないとかそういう話ばっかりだった。

　

　

　自分がこのまま大学を卒業したとしても、おそらく飲食業はやることはないだろう。ただ、話を聞く限りだと、大企業に入ったとしてもこの社会人達と同じような日々が待っているらしかった。そう考えると、なんとかしてこのレールから抜け出さないといけないという衝動に駆られた。

　

「労働から逃げる」。その具体的な手段はわからなかったが、大学の活動を通して色んな選択肢を探そうと必死に考えた。

　

　


東北復興支援ボランティアに行って自分の無力さを痛感させられた話


　

　

　モヤモヤした大学生活と、過酷なバイトを繰り返す日々。ちょうど精神的に病んでいたころ、友達から東北復興支援ボランティアに行かないかと言われた。

　

　県内で４０人ほど集めて、一斉に被災地に行って東北の現状をみんなに知らせようというもので、被災地の風化問題を解決するために作られたプロジェクトだった。

　

　何かを掴めるかもしれないと、ほとんど現実逃避をする形でボランティアに参加した。

　

　まず最初にぶつかった課題が、１人１０万円以上の費用を集めるということだった。各都道府県から４０人ほど行くので、合計で２０００名以上が東北に行くことになる。つまり、合計で２億円を集めなければならなかった。

　

　さっそく自分が知っている限りの大人にメールを送り、募金をしてくれるようお願いした。街頭募金にも毎週のように行き、そこで少しずつでもお金をかき集めた。

　

　企業にも足を運んだ。こちらからメールを送り、とにかく面談の予定を取って話をしに行った。企業はお金にシビアなので、なかなかお金を出してくれなかった。

　

　どうしてもお金が集まらなかったので、静岡の有名人に協力を依頼するようにした。エクセルで名簿を作り、５００人ほど名前を入力して片っ端からプロフィールを調べ、失礼のないようにメールを送っていった。

　

　

　片っ端からリストを出して、ひたすら営業する。やっていることは会社の営業マンとほとんど変わらなかった。

　

　しかし、結局お金は４０００万円程度しか集まらず、代表が借金をするという形で東北に行けることにはなった。

　

　このとき痛感したことは、情熱だけではどうにもならないこともあるということだ。いま客観的に見てみると、その団体はただの「意識高い系大学生の集まり」のようなものだった。主催をしたわけではない僕が言えたことではないが、２０００人の学生が知恵を絞って行動した結果、たったの４０００万円しか集まらなかったのは、自分も含めて反省するべきだと思う。

　

　意識が高いだけでは達成できないこともあるというのを学んだ。どんな物事でも、やる気と戦略が伴うことで初めてそれなりの結果が出ると思う。　

　

　


東北復興支援ボランティアを通して感じた僕の主張


　

　

　ボランティアの活動が始まり、震災から３年後の東北に行った。更地のような場所に、ほとんど復興が進んでいない街並みがあった。

　

　テレビを付けてみても、テレビ番組は被災地のことを報道しなくなっていた。日本中の人間が、彼らのことを忘れようとしているように見えた。

　

　現地の人の話を聞き、実際の被災地の現状を目の当たりにすると、津波の威力を実感した。

　

　

　津波は、第一波よりも第二波、第三波のほうが大きくやってくる。津波で犠牲になった人の多くは、第一波が小さかったからといって低地に戻ってしまった人が多いと聞く。

　

　また、何よりも衝撃的だった話が、周りの人間に付いていくことが必ずしも安全に繋がるとは限らないということだ。岩手県の沿岸部では、約４０００カ所の避難所のうち４８カ所が津波の被害を受けている。そのうちの一つの市民体育館では、８０人の避難者のうち生き残ったのは３名だけだったという。

　

　震災が起きたら、津波を舐めずにとにかく高いところに逃げる。自分の身は自分で守るというのは、東北で学んだひとつの教えだった。

　

　

　ボランティアを通して感じた、僕の主張を載せたいと思う

　

　ボランティアは、学生が東北を訪れ、東北の現状を発信することで風化を防ぐというのが目的だった。

　

　その目的は素晴らしいと思うし、風化が防げればより東北が経済的に潤うことに繋がると思う。ただ、ボランティアをする前に確認しなければいけなかったのは、学生ひとりひとりの発信力だった。

　

　ボランティアから帰ってきて、みんな東北に行って感じたことをそれぞれＳＮＳを使って発信していった。

　

　しかし、そこで発信していた内容は、ひどく空回りしていたように思える。コメントは数件しかなく、いいねの数が平均すると３０個程度で止まっていた。


　僕自身、たったの２６個しか反応が取れていない。伝える方法も問題だった。文章を読んでも何が言いたいのかわからないし、なかには文字がビッシリで読みにくいし、文章が支離滅裂でまったく伝わってこない人もいた。

　

　比較として、堀江貴文のＦａｃｅｂｏｏｋを見てみると、彼自身が投稿した内容は１０００人以上が目にしていた。彼は震災が起きたとき、ポケットマネーから１億円を東北に送り、情報を使って東北の人々を支援したそうだ。

　

　

　何が言いたいかというと、結局は発信力がなければ誰にも影響を与えることはできないということだ。

　

　２０００人が必死に知恵を絞り、東北を支援した。それはそれで素晴らしいことだと思う。ただ、それでもたった一人の人間と比較して負けてしまっているのは厳しい現実だった。

　

　ほかの参加者は「一人一人ができることを考えればいい」と言っていたけど、あまり共感はできなかった。僕は、これだけ多くの若者が挑戦したのにたった一人の発信力に負けてしまっていることが悔しくて悔しくてたまらなかった。自分がちっぽけすぎる存在だということも実感したし、小さい人間が叫んでも何も変えることはできない。

　

　日本には、まだまだ数えきれない不満がいっぱいある。社会問題もたくさん存在ある。でも、それをいざ変えたいと思ったとき、変える力がなければ意味はないのだ。

　

　まずは自分が影響力を持って力を付ける。そうして初めて、世の中に多少なりとも変化を加えることができると思う。

　

　

　東日本大震災は日本の歴史を振り返っても類を見ないほどの大災害だったにもかかわらず、僕は高校１年生の頃にテレビ越しに震災のニュースを見たときは、遠い地で起こった災害だと思っていた。

　

　しかし、実際に津波で流されて更地になった土地に行って、ボランティアでは遺体捜索の手伝いもした。目の前に生々しい死んだ土地の光景が広がっていて、僕の人生のなかで最も身近なところまで死が迫ってきた経験だったと思う。

　

　きれい事に聞こえるかもしれないが、人生についてもっと真剣に考えるようになった。その気持ちを忘れないように

　

「たった一度の人生でやり残したことはないのか？」

「一回限りの時間を大切に過ごせているか？」

「力を付けるための努力ができているか？」

　

　を何度も確認してきた。

　

　自分に力が付いていれば、自分が本当に助けたいと思う人達があらわれたとき、自分にできることが少しでも増えていると思うからだ。

　

　


「ビジネス」との生々しい出会い


　

　

　ボランティアでの活動が終わったあと、燃えカスのように意気消沈していた自分がいた。ボランティアでは、本気で日本を変えるつもりで動いていた。しかし、意識が高いだけでは何も変えることはできない。そんな自分の無力さを知ってとことん落ち込んでいた。

　

　また、そのときの生活にも深く悩んでいた。自分がイメージしていたような、熱心に勉強に取り組み、議論を交わし、企業との交流が盛んな大学生の姿はなかった。

　

　周りの学生は、ダラダラと講義を消化するだけの生活になった。なんとなくサークルに行き、バイトに明け暮れ、稼いだお金で居酒屋に行く毎日。

　

　それは、僕が高校の頃から待ち望んでいた生活だったけれど、慣れてしまうと何が楽しいんだろうという気持ちになった。確かに充実はしているけれど、将来のために役立つような活動をしている人はほとんどいない。単位を取って卒業し、中堅レベルの企業になんとか就職するという人がほとんどだった。

　

　そんなつまらない毎日でも、生活するためにはバイトに行かないといけない。バイトを始めてから半年が経ったが、それでも仕事を覚えられずにバイト先では罵倒され続けていた。

　

　お金がない、夢がない、やりたいこともない、毎日がつまらない・・・。なにかモヤモヤとした霧のようなものが僕の生活を覆っていた。

　

　

　僕はそのモヤモヤを晴らすために、片っ端から自己啓発書を読み漁った。完全にやっていることが「意識高い系大学生」だった。

　

　人を動かす、７つの習慣、引き寄せの法則、原因と結果の法則、金持ち父さん貧乏父さん、思考は現実化する、夢を叶えるゾウ、ニーチェの言葉、武士道…

　

　有名な自己啓発本はだいたい全部読んだ。お金がなかったから本屋に行って立ち読みをしたり、ブックオフで１００円で中古の本を買って読んだりもした。当時の自分の本棚は、きっとスピリチュアルにハマった人か何かのような不気味なものだったと思う。

　

　本を読むのは２ヵ月ほど続けた。きっと本のなかに答えがある。そう信じながらひたすら愚直に読み続けた。途中で速読法なるものを習得したため、合計で１００冊以上は読んだと思う。

　

　結果としては、何も変わらなかった。ますます人生に迷い、悶々としている自分がいた。

　

　

　そんなダメダメな生活を送っているとき、衝撃的なページを見つけた。

　

　いまでも忘れないけど、自己啓発書を読むことすら億劫になって、家でダラダラとネットサーフィンをしているときだった。

　

「大学生が１億円稼いだ物語」というようなタイトルで、見るからに怪しいページを発見したのだ。

　

　そのとき、心臓がドクンと跳ね上がったのを覚えている。衝撃的な物事に出くわすと、目の前がグラついたり脈が速くなったりするのだ。そのたった一文を見ただけで、僕は一瞬でそのウェブサイトの虜になった。

　

　「大学生が」「パソコン１台で」「１億円稼いだ」。頭のなかにクエスチョンマークが大量に出てきた。そのウェブサイトに書かれていることは、僕にとっては何もかもが常識外れそのものだった。

　パソコン一台を持ってカフェに行ってオシャレに仕事をする、気が向いたときに旅行に出かけて楽しむ、レストランに入って好きなものを注文できる、高級車に乗って女をはべらかす、豪華で広い部屋に住んでゆったりと過ごす、仕事に縛られずに毎日やりたいことに打ち込む…

　

　彼らは同じ日本に住んでいるはずのに、まったく別の世界の住人に見えた。彼らは文章から頭の良さがにじみ出ていたし、余りあるほどの収入があるし、実際に優雅な生活を送っているし、こうなりたいという明確な夢を持っていた。そして、その夢に向かって情熱的に進んでいたのだ。まさにパーフェクトヒューマンのような人間達だった。

　

　当時の自分は、スタバの４００円のコーヒーとか理解不能な金額だったし、旅行に出かける余裕なんて微塵もなかった。家賃も３８０００円で６帖しかなかったし、家具はすべて備え付けのものだ。実家から持ってきたママチャリをいまだに使っていた。

　

　金持ちの世界にある、高級車とか広い部屋とかビシッとしたスーツとか、夢のまた夢のようなものだ。

　

　夢があるうちはまだいい。僕には夢がなかった。特別やりたいこともなかったし、なりたいと思う職業もなかった。毎日をダラダラと過ごして、ひたすら時間を浪費するだけのポンコツ大学生だった。

　

　単純に嫉妬した。こいつらみたいになりたいと思った。なんで同じ人間なのに、人生を楽しんでいるやつと楽しめていないやつがいるんだ。自分は絶対に楽しむ側にまわりたい、成功する側に行きたい。そんな気持ちが抑えきれないくらいに膨れ上がった。

　

　夢中でその人のプロフィールを読んだり、初心者コーナーと言ったページを読み進めていった。メールマガジンにもすぐに登録した。

　

　言っていることはあまり理解できなかったが、なんとなく理に適っているように思えた。何より、その人間は僕と同じように、毎日アルバイトに明け暮れていた状態から１億円以上を稼ぎ出すことに成功していたのだ。

　

　疑う、ということはあまり無かったと思う。確かに怪しいページだなとは思っていたが、そんなことよりもまずはやってみて、失敗したらやめればいいやくらいにしか考えていなかった。

　

　とにかく、成功している人達の生活が煌びやかで、羨ましくて仕方がなかったのだ。

　

　そして、なぜか根拠のない自信があった。同じ人間だからできないわけがないという理由と、根性なら誰にも負けないという気持ちがあった。

　

　

　とりあえず行動してみないと何も変わらない。右も左もわからなかったが、まずは情報を仕入れることから始めようと思った。

　

　早速調べていくと、情報商材というものを買う必要があるようだった。安くても１万円、高いものだと３０万円はするみたいだ。苦学生の僕にとっては大金で、さすがに３０万円は出せなかったため、バイトの給料が入った日に１万円の商材を購入した。早速、言われた通りに作業をこなしてみた。

　

　１時間ほどやってみたら、すぐに８５００円のお金を稼げた。大学の講義中にやってたから、思わず「ひょっ」と変な声を上げてしまった。

　

　始めてお金を稼いだ日も、夜からバイトのシフトが入っていた。僕がやっていたバイトは８時間以上働くと、次の時間から時給が１６００円になる。バイト仲間が「いまから時給１６００円だなー。がんばろうぜ」ということを言っていた。いつもならそうだねと返すのだが、その日の僕はたったの１時間で８５００円を稼いでいた。

　

　僕のなかで「時給」という概念がぶっ壊れた気がした。その気になれば自分の力でお金を稼げるということも知った。このままお金持ちまで一直線だろうとも思った。

　


怪しいビジネスに巻き込まれそうになった話


　　

　しかしその８５００円というのは一時的なもので、そこからがんばってもせいぜい３万円程度にしかならなかった。

　

　どうやら自動で５０万とか１００万とか稼ぐ手法もあるみたいなのだが、何をやればいいのかサッパリわからなかった。とりあえずウェブサイトを開設してみたり、ツイッターのアカウントを作ってフォローを続けてみたり、手当たり次第に色んなことをやってみた。

　

　そのときには、初月で１０万達成！とか半年で５０万達成！とか１年で月収１００万突破！といった人達がウジャウジャ現れていた。それを見て、僕もそれくらいの期間で行けると思っていた。

　

　でも、なかなか結果は出なかった。ガムシャラに努力をしたけど結果が出ない。レポートを１０個、２０個と量産してみたり、ツイッターのアカウントを量産したり、Ｙｏｕｔｕｂｅに動画をたくさん投稿したり。やれることは全てやったはずなのに、まったく結果が出なかった。

　

　そこまでやってようやく、あぁ、ここでも僕はマイナスからのスタートなんだ、ということに気が付いた。仕事もできず、地頭も悪かった僕にとっては、簡単なことでも成功するまでに時間がかかるのだ。

　

　

　希望を見事に裏切られた僕は、救いを求めるように誰かに会いたいと思った。成功している人に会えば、何か現状が変わるのではないかという期待があった。

　

　ツイッターを見てみると、色んな人と会っているらしい人がいた。元プロボクサーで、プロフィールを見てもＦＸとか投資とか色んなビジネスをやっているらしい。とりあえずその人達に会おうと思ってメッセージを送った。

　

　その人は、スマブラというゲームにはまっているらしかった。スマブラなら自信があったので、負けません！と挑発して、それをネタに会うことにした。メッセージを送ったら、すんなり会ってくれることになった。早速準備をして、鈍行電車の切符を買って東京に出かけていった。

　

　きっと、ビジネスをしているくらいだから、お金持ちで広い部屋に住んでいて、良い車に乗っているのだろう。興奮する気持ちを押さえながら、その人の家に着いた。

　

　そこは、東京の三軒茶屋の１Ｋのアパートだった。中に入ると、テレビを囲んで４人くらいの若者が座ってゲームをしている。空き缶がたくさん転がっていて、ポテチの袋が散乱していた。人が密集しているから空気もムアっとしていた。

　

　なんとなくのオーラで、その中の一人が元プロボクサーの、僕が会いたかった人だとわかった。「ご馳走してやって」とその人が言うと、若者の一人がよっこらせと動いて料理を作ってくれた。ちょうどお腹が空いていたのでワクワクしていたが、出てきたのは一束２０円のパスタに１００円のクリームを乗せたカルボナーラだった。コンビニで取ってきたようなフォークと、ボロボロの紙皿に乗ったカルボナーラを、そこらへんに落ちていた段ボールを机にして食べた。

　

　カルボナーラを食べ終わったあと、早速スマブラに参加した。きっと相当な腕前だろうなと思って戦ったが、全て僕の圧勝だった。あまりにも余裕で勝ちすぎてだんだんと空気が悪くなっていったので、次は大富豪をしようということになった。しかし、それも僕の圧勝だった。

　

　とんでもないやつが来たということで、すぐに気に入られた。個人の連絡先を交換し、今日は泊まっていけと言われた。

　

　話を聞くと、その元プロボクサーの人は男２人と女１人でシェアハウスをしているようだ。

　

　散らかった部屋に毛布を１枚引き、その三人と僕の４人で川の字になって寝た。その日は８月の猛暑日だったため、暑くてなかなか寝ることができなかった。

　

　

　次の日、ビジネスの話をしようと言われた。彼はおもむろにｉＰａｄを取り出し、よくわからないことをペラペラと説明された。話を要約すると、２０万円を出してくれれば儲かるということを言っていた。

　

　さすがに、やらないですと言った。住んでいる部屋からしてみても、説得力が無さすぎる。

　

　でも、彼はなんとなくオーラもあったし、大きな夢も持っていたので、とりあえずは稼いだら会いましょうという話をして終わった。初めてビジネスの仲間ができたようで嬉しかった。

　

　

　ちなみに、このとき会った元プロボクサーの人は、いまは年収で２０００万以上の自動収入をもっている。田舎に引っ越して、毎日ゲームをしたり農業をしたりして、自由な人生を送っている。

　

　年収２０００万を達成したのは、ボロボロのアパートに住んでいたときから２年後の話だ。この人もゼロからのスタートで登り詰めていて、見事に理想とする生活を手に入れている。最初はひどい生活レベルからのスタートだったので、どん底でも這い上がれるものだと思っている。彼からは直接ビジネスのことは教わっていないが、結局は行動するかしないかで、諦めずに続けていれば成功するいうことを学ぶことができた。

　


３０万超えＤＶＤを買ってしまった話


　

　東京では、もう一人の人と会うことになった。東京の新宿アルタ前で待ち合わせをしていたところ、ハットを被ってジャケットを着た、いかにもダンサーのような人が現れた。

　

　すぐにルノアールという喫茶店に行き、ビジネスの話をした。そのときの僕は、カフェで仕事の話をするということにテンションが上がっていたため、僕はその人の話をほとんど鵜呑みにして聞いていた。

　

　ビジネスの話は、基本的なことは自分で調べて知っていたため、大体のことは理解できた。ただ、稼いでいる金額とか、出てくる話のスケールが大きすぎてよく分からなかった。その人は僕のことを気に入ってくれたらしく、もっと凄い人を紹介してくれると言った。

　

　店を出て少し豪華なカフェに移動すると、月収１８０万を稼ぐという２０才の青年が待っていた。握手をして席に座ると、慣れた口調でいまやっているビジネスのことについて話がしてくれた。

　

　すぐに、話の質が明らかに違うことに気が付いた。面白いし、自信があるし、１００万以上の数字が平気で出てくる。加えて、その青年は僕と一個しか変わらない人間だったのだ。

　

　直感なのか理屈なのか、この人に付いていけば成功すると思った。仕事のスピードが異次元に速いし、考え方も鋭くて、一緒に話していて自分の思考が洗練されていくのがわかった。なにより、オーラが凄かったのを覚えている。

　

　すぐに「一緒にビジネスやりたいです」と言うと、一緒にビジネスをするためには３２万円のＤＶＤを買う必要があると言われた。

　

　口座の残高を見ると、２７万円しかない。お金が足りなかったが、仕方がないので２７万円を前払いという形で支払って、５万円はその人から借金をして入ることにした。

　

　何やら契約書のようなものが出てきて、判子を押してくれと言われた。念のために持ってきた判子があったので、何も考えずにポン、ポンと判子を押していった。

　

　そして、銀行口座から２７万円をおろし、ダンサーの人に預けた。銀行口座の数字がゼロになり、バイトの給料が入るまで家に帰ることができなくなった。

　

　

　早速、ＤＶＤを渡された。マーケティングについて学べる教材のようなものだった。倍速視聴で見ると、およそ１日ですべて観終わった。内容もノートに全部メモしていき、何度も何度も繰り返し観るようにした。

　

　ＤＶＤを渡された次の日、セミナーにおいでよということを言われた。セミナーは８００円で参加できるらしく、ビジネスのことを学べるというものだった。初めてのセミナーだったので、ワクワクした気持ちでセミナーに参加した。

　

　セミナーに登壇してきた人は、年商３億のコピーライターという自己紹介をしていた。その人も僕の一個上の、当時２０才の学生だった。

　

　「３億」という数字は完全に僕のキャパシティを超えていた。本当に意味不明な数字だった。芸能人を見るような目で、一瞬でその人のセミナーに引き込まれていった。

　

　セミナーが終わったあと、そのコピーライターに話しかけた。こんなチャンスは滅多にないと思ったからだ。絶対に成功しますということを伝えると、がんばっていこうと言って握手をしてくれた。年商３億の社長なんて滅多に会えることはない。僕のやる気は最高潮に膨れ上がった。

　

　泊まる場所がなかったので、ダンサーの家に泊めてくれることになった。彼は１０人くらいでシェアハウスをしているらしく、家に着くとみんなビジネスの話をしていた。静岡に帰れないので、しばらくはそのシェアハウスに泊めてもらうことになった。

　

　東京にいるうちは、とにかくビジネスの基礎と戦略を叩き込んだ。わからないことは徹底的に質問して、何度もＤＶＤを繰り返し観て暗唱できるレベルにまで持っていった。

　

　結局、セミナーをしたりＤＶＤを売ったりとしていたその団体は、ネットビジネスを教える団体のようだった。聞いたところによると、一部の人達には詐欺集団と呼ばれていて、一部の人達からはちゃんとした集団と言われていた。

　

　いま思い返して客観的に見てみると、教えていることはしっかりしていたし、成長する環境もしっかり揃っていた。ただ、団体への誘い方が強引だったというのと、３２万円という高額な金額だったのもあってか、詐欺と呼ばれるのも仕方ないなと思った。

　

　この団体には、僕と同じ時期に入った人達がいる。その同期達とは、いまも交流が続いている。途中でビジネスを辞めてしまった人もいたが、続けている人は全員が月収１００万以上を稼いでいる。実業のビジネスに行ったり、なかにはもっとずば抜けた結果を出している人もいた。結局、どんな環境に入ってもやるやつとやらないやつで結果は大きく変わってくると思う。

　

　ちなみに、僕をこの団体に引き込んだダンサーは、いまは某大手人材派遣会社の役員として働いている。個人としても年商３０００万ほどまで行ったのだが、ヘッドハンティングをされて面白そうだから就職したらしい。また、このとき僕が付いていこうと決めた２０才の青年は、噂によると年収１億を突破したらしい。この事例を見てみても、しっかりビジネスを続けていれば結果が出てくるのだと確信している。

　


めまぐるしい生活と、右肘の骨折


　

　無事に静岡に帰ってからは、泥のように作業に没頭した。

　

　ウェブサイトを作って、メルマガを書いて、お客さんを集めて、販売ページを作って、商品を売る。基本的な流れはこれだけだったが、これに加えてリサーチやライティングの勉強もしなければならない。

　

　やることが腐るほどあったから、大学二年生後期の授業はほとんど入れず、授業のあいだもひたすら教授の目を盗んでパソコンを叩いていた。

　

　ちょうどこの頃、僕が入っていたテコンドー部の部長を任された。すぐに部活の環境作りをしなければならなかったり、文化祭で演舞をするための準備もしなければならなかった。それと同時並行で生活費を稼ぐためのバイトのシフトも入れていた。

　

　目まぐるしいほど忙しい日々が続いた。講義を受け、部活に行き、バイトをして、帰ってきてからビジネスをする。講義のレポートは友達に頼み込んで貸してもらい、休日に一気に終わらせた。バイトに行って朝の４時に帰ってきて、そこからパソコンを起動する。キーボードの上で気絶してメモ帳が大変なことになっていたりもした。

　

　周りの目とか正直、どうでもよかった。同級生のあいだでは、何やら「ふっさんが怪しいビジネスをしている」という噂が流れていたようだが、そんなことは気にならなかった。自分にとっては成功することだけが最優先事項で、ほかのことはすべて二の次だった。

　

　

　そんな生活をしていたツケがまわってきたのか、テコンドーの文化祭で骨折をした。

　

　当時好きだった女の子を呼んで舞台を見に来てもらっていた。僕は張り切って「天井蹴り」という技に挑戦した。パイプ椅子に１８０ｃｍ超えの男を乗せ、その人が持った板を蹴りで割るというものだ。

　

　蹴りはキレイにヒットして板は割れたが、着地したときの拍子に思いっきりすべり、全体重が右肘に集中した。肘が折れたときは気付かなかったが、舞台を降りてから腕の感覚が無くて、見てみたら右肘があらぬ方向に曲がっていた。舞台はそこで中止となり、僕は病院に運ばれた。

　

　日曜日だったのでかなり遠くの病院に運ばれ、すぐに緊急手術となった。

　

　いきなり看護婦３人に身体を押さえつけられたので嫌な予感がした。間髪入れずに麻酔を入れられ、注射の５秒後に施術を開始された。医者が「オラーー」と叫んで僕の折れた肘を引っ張り、折れた肘が無理やりガコンと元の位置にはめられた。人間、痛すぎる経験をすると記憶が飛ぶようだ。痛かったことは覚えているが、そのときに何が起こったかはよく覚えていない。

　

　骨折してから、右手が包帯でグルグル巻きになり、タイピングができなくなった。握力は６まで落ちた。

　

　骨折したらしばらく高熱が出るため、まともに思考することができなかった。お腹が空いてもご飯を食べることができない。汗をかいても一人で着替えることができない。何をするにしても右手がなければ不便で仕方がなかった。

　

　右肘の治療で、なけなしのお金が吹き飛んだ。バイトもできなかったので、一気にお金がなくなった。家が大学から遠く、バスに乗るお金がもったいなかったので、右手を吊りながら毎朝１時間ほど歩いて大学に通った。

　　

　骨折して右手は使えない。好きな女の子にはフラれた。ビジネスもまったく触れなかった。何もかもが失敗続きで、あのときは悪夢のような状態だった。

　

　

　怪我や事故は、一気に生活を狂わせるほどのインパクトを持っている。いくら希望を持って走り続けていたとしても、たった一回の事故で地獄のような日々を味わうことになる。

　

　僕はこのとき、保険や周りの支援は当てにならないということを知った(保険は振り込まれるのが数か月後だからだ)。そのとき、どのような方法でリスクを回避するかが重要で、他人に頼るのではなく、自分の力であらかじめ事故が起きても対応できるほどの収入の柱を持っておく必要があると思った。

　

　未熟だった僕は、事故が起きたときに何の対処もできなかった。だからお金も不足し、行動が一気に制限され、悪夢のような思いをしてしまった。

　

　怪我をしたとしても、変わらずに安定してお金が入ってくる仕組みがあったらどうだろうか。そうすれば家事を他人に任せることもできるし、一時的にホテルを借りて自分の面倒を見てもらうこともできる。汗をかきながら歩かなくても、遠いところへタクシーを使って移動することができる。

　

　自分を守る手段として、お金はとても重要な要素だと思う。どんなことが起こっても、自分と周りの数人を助けられるだけの仕組みは持ち続けていたい。

　

　

　余談だが、治療中にバイトに出ろと言われ、片手でひたすらコップを洗い続けるという仕事をさせられた。そのときは本気でバイトを辞めてやると思った。

　

　肘は２ヵ月ほどで治り、ようやく元のビジネスを再開させることができた。

　

　


初収益


　

　

　骨折が治り、忙しい日常が返ってきた。

　

　骨折中に色々とアイデアは沸いていたので、ビジネスを再開した。

　

　アイデアをもとに１ヵ月ほど動くと、すぐに結果が出始めた。お客さんが増えていき、メルマガを読んでいますというメッセージが届くようになった。そろそろ商品を売ってもいいと思った。大学の図書館に篭り、一気に商品を完成させた。そして自信満々で初めてのプロモーションを行った。

　

　

　商品が売れた。

　

　生まれて初めて、何かしらの商品を売ってお金を稼いだ瞬間だった。５０００円という少ない金額だったが、何度見ても、１個だけ確実に売れている。

　

　その瞬間は授業中だったのだが、思わず「うおっ」と叫んでしまった。みんながこっちを振り返ったが、それでもにやけながら画面のなかの金額を覗き込んでいた。

　

　確実にお金が振り込まれていることを確認するため、原付バイクに乗って銀行に向かった。

　

　

　あまりにも浮かれていたのか、銀行に入る瞬間に自転車を轢いてしまった。

　

　相手は高校生の男の子で、右折するときに車の影に隠れて見えなかった。ぶつかった拍子に男の子は吹き飛んだ。すぐに警察を呼び、示談の交渉となったが、男の子の治療代と、自転車の修理代とで５万円を請求された。

　

　５千円を稼ぎ、５万円が消えていった。僕の初収益の思い出はなかなか苦いものだった。

　

　ただ、初めて商品が売れてから、立て続けに商品が売れるようになった。５０００円の振り込みがポンポンと何度も繰り返される。結局、最初のプロモーションで６本ほど商品を売り、３万円の利益が確定した。

　

　

　小さな収入だが、僕にとっては長い努力が結果に結びついた貴重な経験となった。

　

　初収益を達成しても立ち止まらず、すぐにビジネスを自動化することにした。商品が売れるまでの流れをシステムに組み込んで、仕組みとして設置することにした。

　

　自動化をする過程で仕組みにも磨きがかかり、３万円の収入が５万円になった。次の月には１０万円になり、最終的には毎月１５万円を自動で生み出してくれる仕組みに成長した。

　

　０→１を達成してしまえば、そこからの加速は凄まじいものだった。あっという間に月収１５万円を達成し、毎月まとまったお金が僕のもとに振り込まれてくるようになった。

　

　１５万円というのは、週に４日を居酒屋バイトに入って働き、１ヵ月かけてようやく稼げるくらいの金額だ。

　

　その金額が、「何もしなくても」銀行口座に振り込まれ続ける。

　

　生活が少し変わった。牛丼にトッピングをできるようになったし、タッパーに詰めたご飯を大学に持っていかなくても済むようになった。飲み会に誘われても、断らずに付いていくくらいにはお金の余裕ができた。

　

　お金があれば好きなものを買うこともできる。それまでは冬でもジャージにクロックスを履いていた。高校の頃から持っていたパーカーを着ていた。ワックスを買うお金も、良いシャンプーを買うお金もなかった。でも、毎月１５万円のお金の余裕ができてから、やっと大学生らしくオシャレをすることができた。

　

　

　人間、少しでもお金を多めに手に入れるだけで生活がガラッと変わる。いまの収入に＋５万、あるいは＋１０万円があるだけで随分と余裕が出てくるだろう。

　

　９９％の問題はお金で解決するという言葉があるが、あながち間違っていないと思う。お金はそれだけ人間の生活を左右しているもので、お金の余裕はそのまま精神的な余裕に繋がると思っている。

　

　

　月収１５万を達成して、僕はバイトを辞めることを決意した。数字が刻まれた通帳を持って店長のところに行き、これだけ稼いでいるので辞めますということを伝えた。

　

　店長は驚いた様子だったが、意外にあっさりと辞めることを許してくれた。怖かったバイトリーダーも、ちゃんと理由を説明したらがんばれと言ってくれた。

　

　ただ、辞めると言った一週間後に、僕のバイト先が潰れるという話を聞いた。再び店長に呼ばれ、店が潰れるまでは働いてくれないかと言われた。

　

　どうやら、僕が働いていた店は異常だったようだ。これほど働きにくく、人間関係がグチャグチャなところは他の店舗にはなかったらしい。バイトの顔にも余裕がなく、忙しくて料理も疎かになるから、リピーターも少なくて赤字続きだったようだ。

　

　なかなかカオスな環境で働いていたけど、僕はこのバイトを「労働に対する価値観を変えてくれた」という意味ではとてもありがたい経験だったと思う。

　

　もしこのときの苦労がなければ、おそらく労働するという道を選択していたのだろう。バイトを通して恐怖を感じ、逃げようとして人生の舵を切ることができたからこそ、いまは労働とは無縁の自由な生活を手に入れることができている。

　

　


ビジネスで月収１６５万を達成するまでの話


　

　

　バイトを辞めてから、外はずっと天気が晴れのように感じられた。憂鬱だった金曜日と土曜日も、自分のなかで楽しみな日に変わっていった。

　

　そして、自分が大学でやりたかった好きなことに集中できるようになった。講義を受けて、部活に行き、家に帰って寝る。休日は友達と遊ぶ。これだけでも、最高に充実した生活のように感じられた。あの地獄のような居酒屋バイトがないだけで、毎日が快晴のような感覚に包まれた。

　

　テコンドーには、空手のときと同じくらい情熱を注ぐことができた。このときはビジネスのおかげで思考が鍛えられていたため、どうやったら強くなるかという戦略を立て、ひたすら練習を繰り返した。

　

　３年生の夏に行われた全国大会では、学生のなかで型試合で優勝、組手の試合で準優勝をすることができた。メダルを２個獲得したため、まさかの全国大会のＭＶＰに選ばれた。これも僕にとって大きな自信に繋がっている。

　

　

　そして、ビジネスに集中できる環境を手に入れた。

　

　不思議なもので、本気で物事に取り組んでいると仲間も自然と増えてくる。

　

　いつの間にか、一緒にビジネスに取り組む仲間ができていた。僕が稼いでいる様子を見て、自分もやりたいと思ってくれたようだ。どちらも大学の友達なので、ポテンシャルとしては非常に大きなものを持っている。

　

　

　毎日、同じ部屋に集まって作業をした。

　

　コンビニで買ったカップラーメンをすすり、将来の夢を語り合いながら、ビジネスの話をする。自分たちの頭で考えて、情熱を持って取り組んだ。

　

　一度クリアしているゲームの二週目は簡単なもので、僕が教えた友達もすぐに報酬を発生させた。報酬が発生した日はそのお金で焼肉を食べに行った。あのときは本当に青春だったと思う。キレイ事に聞こえるかもしれないけど、仲間と一緒に夢を追いかけることは心の底から楽しいと思えた。

　

　

　ビジネスにどんどんのめり込んでいった僕は、もっと真剣に学ぶために、大学３年生の冬に７０万円の教材を買った。

　

　さすがに７０万円という大金はなかったので分割の支払いで借金をしたのだが、そのおかげで強制的にやるしかないという状態に持ち込めた。

　

　ｉＰａｄを買い、教材の中身をすべて入れた。資料は印刷し、枕元に置いて何度も何度も読み漁った。ｉＰａｄだけは常に肌身離さず持ち歩いて、講義のあいだや原付バイクで移動している時間も常にイヤホンを耳に差し込み、何度も聴いて覚えるようにした。

　

　教材を真剣に勉強し始めてからわずか２ヵ月で、月収が２５万円を超えた。

　

　大学３年生の冬になると、就職活動が始まる。僕は就職するか、フリーの道に進むか、人生を分ける大きな選択を迫られた。

　


鬱病になって沖縄に療養しに行った話


　

　大学では、毎週のように「就職活動支援セミナー」が開かれた。企業から人を呼び、就職活動のやり方と就職したあとの話を説明するというものだった。

　

　一度だけ出席したが、くだらなすぎて途中で帰った。敬語の使い方とか、企業はこういうところを見ている！とか、当たり前の話だけが延々と繰り返されたからだ。

　

　しかし、周りがリクルートスーツに身を包んでいくと、流石に焦りを覚えた。大学の友達もそれなりにビジネスの話をするようになるし、企業研究をしていたためか、ある程度の知識を備えてくるようになったのだ。さらに、色んな社会人と会う過程でマナーは自然と身に付いていき、会話の内容もどんどん大人になっていく。

　

　学生のうちからビジネスを始めて上達した僕のスキルも、段々と追い付かれている気がした。自分でお金を稼いでいるから周りよりは優秀だという自負があったが、メキメキ成長していく友人達を見て、劣等感がどんどん膨れ上がっていった。

　

　そして、いよいよ就職するか起業して一人で進むか、大きな決断を迫られるようになった。

　

　人生の重要な選択を間違うわけにはいかない。毎日そのことだけを考え続け、ノートを一冊埋めても足りないほど、人生の重要な選択を考え続けていた。

　

　

　人間、選択を迷えば迷うほど精神的に疲れていく。あーでもないこーでもないと、頭を抱えて机の上に突っ伏すようになってから、僕はどんどん気持ちが沈んでいくようになった。

　

　気持ちが落ち込んだと同時に、色んな出来事が重なった。テコンドーで協会と揉めて大人のゴタゴタに巻き込まれたり、当時の彼女とうまくいかなくて連絡が途絶えたり、口唇ヘルペスにかかって一週間も高熱で苦しんだりした。

　

　

　精神的に落ち込んでいるときに、肉体的な負荷と人間関係のゴタゴタに巻き込まれ、うつ病になった。

　

　これまで色んな辛いことがあってもうつ病にはならなかったが、考える時間が多かったせいなのか、精神的な摩耗も早かった。

　

　うつ病は、かかっている本人は気付かない。何もする気が起きなくて、ご飯を食べることさえ腰が重くなる。空は眩しいくらいの快晴なのに、曇りと勘違いしてしまう。外に出る余裕も、誰かと話すことすら面倒くさく感じた。


　たまに大学に行くと、スーツ姿の友達に会った。そのたびに心がギュッと握りしめられる感覚になった。友達はこんなにがんばっている。それなのに自分は大した結果も出ないまま家に引きこもってばかりいる。

　

　早く結果を出さなければならないと焦れば焦るほど、結果が追い付かなくてさらに落ち込んでいった。目の下のクマは目と同じくらいの大きさになり、ゾンビのような目つきになる。声はとことん小さくなり、友達と喋っても声が小さいと言われることが多くなった。

　

「自殺だけはしない」と鷹をくくっていたが、うつ病になったら毎日自殺を考える。おかげで自殺のやり方やメカニズムについてはずいぶん詳しくなったのだが、あのときは死んでもおかしくないような精神状態だったと思う。

　

　

　これはまずいと思ったのか、僕の友人が沖縄に行かないかと誘ってくれた。やる気がなかった自分にはあまりにも面倒くさすぎて断ろうと思ったが、友人が無理やり僕のぶんの飛行機を取り、躁うつ病のまま沖縄に行くことになった。

　

　沖縄は４月に行ったのだが、まるで夏のようにポカポカとしていて暖かかった。久しぶりに海に入ったり、沖縄の陽気な人達と会話をしていくうちに、僕の気持ちも少しずつ回復していった。お金がなかったため、レンタカーで車中泊をしたり、沖縄に住んでいる人を頼ったりして旅行を続けた。

　

　

　旅行の途中、沖縄で活動しているシンガーソングライターの女の子に出会った。小柄で顔は小さく、垂れ目で頬は赤く染まっていて常に笑顔の可愛らしい女の子だった。人相が良いというのはこのことを言うのだろう。秋田から沖縄に引っ越してきて、一人で生計を立てながら活動しているらしい。

　

　彼女は僕と同い年の２１歳で、いったんは就職したものの、音楽で食べていくと決心して仕事を辞めたらしい。もちろん、それで食っていける世界ではないので、アルバイトをしながら日本を転々としているそうだ。

　

　まだ収入がない段階からシンガーとして練習しはじめ、いまは自作のＣＤを販売して生計の足しにしているらしい。

　

　彼女はずっと笑顔で民謡を歌ってくれた。まだ４月だったため沖縄の夜は涼しく、ゲストハウスの屋上に登り、ウクレレを弾きながら星空を眺め、ゆっくりとした時間を過ごした。優しい歌声で、身体の芯まで響く声で歌ってくれた。心が洗われた気がした。

　

　

　彼女にビジネスをやっているというと、どうすればＣＤをたくさん売れるか教えて欲しいと言われた。簡単なアドバイスならと、インターネットを使ってＣＤを販売する方法を手取り足取り教えてあげた。

　

　すると別れ際、色々と相談に乗ってくれたお礼ということで、彼女が作ったＣＤを渡された。

　

　真っ白なＣＤには手書きで

　

　「ふっさんへ　すてきな旅を　すてきな人生を　イエーイ」

　

　と書かれていた。

　

　

　その言葉を見たとき、思わず涙がこぼれてきた。純粋な嬉し涙だった。

　

　自分が学んできたことは無駄ではなかった。誰かの役に立ち、感謝されるようなものだったのだ。

　

　当時はお金を稼ぐことしか見えていなかったけど、ちゃんと誰かを幸せにすることができている。そして、誰かに影響を与えて人生を豊かにすることができていた。

　

　ネットビジネスという怪しい業界にいたからか、僕は自分の仕事に自信がなかった。でも、ＣＤに書かれたその言葉を見たとき、自分の進む方向はこれでいいのだと気付いた。

　

　自分は自分のまま、ビジネスを極めて世の中に価値を提供していく。そしてお金を稼ぐ。シンプルでいいと思った。大学の友達に劣等感を感じる必要も、ネットビジネスだからといって卑下する必要もまったくなかったのだ。

　

　残りの大学生活はビジネスに命を燃やそう。そして思いきり楽しもう。そう決意して沖縄から帰ってきたら、鬱な気持ちは見る影もなく僕のなかから姿を消していた。その代わり、芯がブレない、ポジティブな感情が自分を包むようになった。

　

　沖縄から帰ってきてから、ガムシャラにビジネスに取り組んだ。周りが就職活動をがんばるなら、僕はそれ以上にビジネスをがんばる。そんな気持ちで、中途半端な結果よりも圧倒的な結果を出す方向にビジネスをシフトした。目標の数字を決め、長期的な戦略を立て、教材で学んだことを元に、何度も思考を繰り返す。

　

　友達の遊びはすべて断り、情報も遮断して、家とカフェを何度も往復した。

　

　集中力は異常なほどに増していた。朝の８時にスタバに行き、夜の閉店する時間まで我を忘れて作業していたときもある。たった一杯のコーヒーでよくここまでできたものだと感心したが、人間も本気になればあり得ない集中力を発揮できるものである。

　

　

　夏休みになると、月収は５０万を突破した。

　

　正確には５４万だ。悪くない結果だった。ただ、十分な結果だとは思っていなかった。就職しない以上、もっとたくさんのお金を稼ぐ必要があると思った。

　

　慢心せずに作業に取り組んだ。大学生活最後の夏休みも、使える時間はすべてビジネスに投資した。月収５０万を突破すると、自動で毎月３０万円以上が手に入るようになった。これで就職をせずに独立してもご飯を食べていくことはできる。そんな確信が得られるたびに、徐々に自分の自信へと繋がっていった。

　

　周りの友人達は、次々と就職活動を成功させていった。僕が大学４年生だった頃の代は、過去最高の売手市場だった。大企業が頭を下げて学生を取りに来るような年で、みんな聞いたことのあるような大企業に就職していった。

　

　悔しかったし、もったいないという気持ちもあった。ただ、それよりもビジネスをしたいという気持ちのほうが強かった。おれは必ず大成功する！という根拠のない自信もあった。

　

　１１月、僕は月収１００万円を突破した。正確には月収１１８万円だ。見たこともない７ケタの数字が通帳に刻まれていた。

　

　１００万を突破したときは、じんわりとした嬉しさが滲み出てきた。安定して結果を出せるようになって安心したという気持ちだろう。

　

　その１ヵ月後には、月収１６５万を達成した。

　

　素直に嬉しかった。ずっと目標にしていた月収１００万だったし、夢にまで見た自由な生活をいつの間にか手にすることができた。

　

　正直なところ、いきなり達成してしまったので、一気に入ってきたお金をどう使えばいいか分からなかった。当時は３ＤＫのシェアハウスに４人で住んでいて、一人当たりの家賃は光熱費などを全部含めても２万円程度だったし、あいかわらず卵かけご飯や鶏むね肉を焼いて食べるといった貧乏生活をしていた。

　

　ただ、欲しかったものを買えるようになった。椅子を買ったり、ヘッドホンを買ったり、パソコンを新品に買い替えたり。自分の仕事の環境を充実させるために使った。いままではオンボロのパソコン、パイプ椅子、スマホに備え付けのイヤホンで仕事をしていた。とことん貧乏状態だったが、その状態で月収１００万を達成することができたのは自分の自信に繋がったと思う。

　

　

　一番変わったのは、周りの人達の反応だ。僕がまだ稼げていないときは「怪しいビジネスをしている」という印象を持っていた周りの人達も、月収１００万を超えたということを知ると「真っ当なビジネスをしている」という印象に変わっていた。「おれも成功したい」とか「尊敬するわ」とか言ってくれた友人もいた。

　

　家族にも報告した。就職活動をしないことには猛反対していたし、せっかく国立大学に入ったのにもったいないということを何度も言っていた。ただ、通帳に振り込まれている金額を見せ、ビジネスの内容やこれからのビジョンをしっかりと話したら、納得してくれた。せっかくやるならいけるとこまでいけと背中を押してくれた。

　

　当時の彼女も、自分のことのように喜んでくれた。プレゼントの質も上がった。これまでは手袋とかハンカチなどの安いものしかプレゼントすることができなかったが、今回のクリスマスでは彼女が欲しいと言っていた時計をプレゼントすることができた。少し豪華なホテルに泊まって、サプライズする形で渡すことができた。これまでで一番、稼いでよかったと思えた瞬間だった。

　

　

　結局、人の評価は実績で決まる。しっかりと結果を出していれば、誰も文句を言ってくることはない。他人の評価が微妙だと思うなら、それは結果を出していないだけかもしれない。

　

　あるいは、自分が一生懸命に取り組んでいれば、自然と周りは味方になってくれる。がんばっている姿を否定する人はいないし、結果に文句を言える人はいない。人に認めてもらいたいなら、自分の持てる限りの努力をした上で、貪欲に結果を求めてみればいいと思う。少なくとも、僕はこれからもそうやって信頼を獲得していきたいと思っている。

　

　僕は周りの評価をとことん気にする人間だった。評価してもらいたいから空手も勉強もがんばったし、ビジネスで結果を出そうと必死だった。最初はビジネスをやることを周りにどう思われているかずっと不安だったし、周りと同じように就職活動をせずにレールから外れることはうつ病になるほど苦しいことだった。

　

　でも、そういったところも含めて、乗り越えることができた。月収１００万を突破したことで将来に対して絶対的な安心感を得られたし、周りの友達に対する劣等感も十分に払拭することができた。大学を卒業する前に、ギリギリ自立して生きていけるだけの材料を揃えることができた。

　

　

　成功できた要因は、知識に惜しみなく投資をしたことだったと思う。ライバルが無料で勉強をしようとするなか、僕は３０万や７０万といった金額をドンドン投資していった。

　

　同じタイミングでビジネスを始めた友人もいた。僕とは違う路線でビジネスをしていたらしいのだが、彼は無料で勉強することにこだわり続けた。結局、彼は２００円程度しか稼ぐことができず、成功を諦めて就職する道を選んでいった。

　

　ビジネスの勉強が楽だとは言わない。でも、ひとつの学問を極めるつもりで取り組んだら、高校や大学の科目よりは簡単だったと思う。ひとつのことを掘り下げて勉強したら、どんどん思考が鍛えられていった。いつしか知識が「常識」になるまで変わり、どうやれば成功するのかが手に取るようにわかった。思考が変われば、どのように行動すれば成功するかが手に取るようにわかる。

　

　思考が鍛えられれば、成功が確信に変わる。そこまで落とし込んだ上でやるべきことがちゃんとわかっていたら、あとは迷わずに突き進むだけだ。迷いが無くなれば、もうモチベーションには困らなくなる。どうすれば成功するかもわかっているので、結果が出るのもあっという間だと思う。

　

　結局、「やるぞ」と決めたら、それを寄り道せずに真っ直ぐにこなしていけば成功する。部屋を徹底的に掃除して、必要なもの以外は部屋に置かずに、余計な情報を遮断する。まわりから見るとオタクか、作業の鬼のように見えたと思う。でも、それくらい猪突猛進の姿勢で突っ走ったからこそ、速いスピードで目的を達成できたのだと思う。

　


億超えの自由人と遭遇した東京生活


　

　ビジネスを通して生産性が上がっていたからか、卒業論文は３日で終わらせることができた。

　

　僕は平均のＧＰＡが１.８で、学部でも下から２番目くらいの超劣等生だった。卒業も怪しいほどの学生だったのだが、卒業論文だけは最高評価の「秀」をもらうことができた。僕の通っている学部は情報学部だったのだが、「ここまでやった学生は見たことがない」と褒め殺しにされた。あまりにも褒めてくるので、卒業論文の発表中は顔が真っ赤だったらしい。自分のやってきたことは、こんなにも評価されるのだという自信が付いた。やっぱり、自分がやってきたことに間違いはなかったのだ。

　

　大学は無事に卒業することができた。

　

　慣れないスーツを着て、卒業式に出かけた。卒業証書を受け取った。意外に厚みがあって嬉しかった。

　

　みんなでお酒を飲み、５次会まで行って大いに騒いだ。もうこれで大学生活が終わると思うと寂しかったが、これは社会人生活のスタートでしかない。

　

　僕は、社会人生活が一番楽しいのだという気持ちに変わっていた。ビジネスでは自分の実力次第でどこまででも登れるし、邪魔をしてくるものは何もない。遊びたいときに遊び、仕事をしたいとき仕事をする。面白い世界に行けて、充実していればそれでいいと考えていた。

　

　引っ越し先は東京にした。パソコンさえあればどこでも仕事ができるのだが、若いうちにとにかく上の世界に行きたかった。田舎に行くよりも、とりあえず東京に行けばチャンスがいっぱいあると思っていた。

　

　４人で住んでいたシェアハウスも引き払い、東京に引っ越した。

　

　東京のなかでも急速に開発が進んでいる、活気のあるエリアを選んだ。どこもかしこも工事だらけで、高層マンションがたくさん立ち並んでいる。またゼロから成功を目指す自分にとってはピッタリな土地だった。

　

　まずは環境を揃えた。不必要な家具は買わず、仕事に関係しないものは部屋に置かないようにした。机と椅子とパソコンしかない事務所みたいな部屋が完成したけど、それでいい。ここから大成功者が生まれるんだという気持ちで仕事に取り組んだ。

　

　

　そして、ビジネス仲間を探す活動をした。仲間がいたほうが情報も入ってくるし、何より楽しいと思ったからだ。

　

　セミナーがあると聞きつければすぐに駆け込み、会場にいる人達と仲良くなった。若くしてインターネットで稼いでいる人は珍しいらしく、年上の人も僕を可愛がってくれた。

　

　そういう場所にたくさん行くと、意外と自由人が多いのだということに気付く。年１２００万の権利収入を獲得し毎日サーフィンと飲みに明け暮れる人、インターネットだけで月１００万以上を稼ぎ週５日でテニスをしている人、毎月７０万円が入ってくる仕組みを作り趣味でバーを経営する人・・・

　

　毎日朝早く起きて満員電車で通勤するサラリーマンも、死んだ目をして働くような人間もいなかった。愚痴を言う人はまったくいなかったし、みんな前向きに人生を謳歌している人達ばかりだった。

　

　自由な生活を送っている人は少数なイメージだったのだけれど、次第に当たり前のことに変わっていった。自由人たちは一緒に遊ぶ人を探しているので、すぐに仲間に入れてくれた。僕は毎週のようにサーフィンに行ったり、ボルダリングをしたり、フィリピンに旅行しに行ったりして遊んだ。

　

　絵に描いたような自由な生活だった。朝早く海に出かけてサーフィンをし、昼はＢＢＱをしながらビールを飲んだ。眠くなったら昼寝をして、夜になったら友達を呼んで居酒屋でお酒を飲む。時間に追われることも、他人の目を気にすることも、銀行の残高を気にすることもなかった。贅沢な時間がゆっくりと流れ、やりたいことだけをひたすらこなす毎日が続いた。

　

　ただ、そんな生活をしているなかで、あえて自由を選択しない人もいた。本来はお金があって自由なのだが、もっと大切なものに真剣に取り組んでいる成功者達だ。

　

　

　２５歳で年商２億を稼いでいるのに１年で３０日しか仕事をしない自由人

　２７歳で医療系のグループ会社を持っている年商８億超えの若社長、

　２８歳で不動産会社を経営し、年に１億を稼いで毎日クラブに入り浸っている黒人

　３５歳で１８億円の会社を売却してセミリタイアしたコンサルタント

　４０歳でフィリピンと日本で事業を展開している年収２億超えの格闘家。

　

　

　東京にきて、世界は広すぎると思った。僕はそのとき年収でいうと２０００万のペースだったが、「億」を稼いでいる本気の社長たちと比べると圧倒的に小さい存在で、まだまだ成功しているとは言えなかった。

　

　同級生と比べて優越感を感じている場合ではなかった。自由を手に入れてのんびりしている場合でもなかった。お金を手にして調子に乗っている場合でもなかった。日本にはもっと凄い人間がたくさんいて、心がワクワクするような面白い世界をたくさん知っているのだ。

　

　早くその世界に行きたいし、若いうちはもっと色んな経験を積みたいと思った。のんびりするのはおじさんになってからでもできる。それよりも、若いうちは命を燃やしてビジネスに取り組み、面白い世界を見てみたいという気持ちが強くなった。

　

　彼らは、心の底からビジネスを楽しんでいた。仕事をするとなったら何時間でも集中するし、いつも少年のように目をキラキラ輝かせながら話をする。頭の回転も速くて、行動力も段違いに高い。こんなかっこいい大人になりたいと心の底から思った。

　

　異次元な成功者たちに出会ってから、仕事の質が明らかに上昇した。マインドが変わったと言ってもいい。無限に活力が沸いてきて、思考も格段に研ぎ澄まされている感覚がした。

　

　環境も揃っていたため、鬼のように集中することができた。毎日カフェに行き、パソコンを開いてタイピングを続けた。家に帰ってもすぐに仕事に取り掛かり、ほかの時間は成功者に会うための時間に使った。

　

　

　東京にきてから約半年が経ち、僕は月収５００万を達成した。

　

　


月収５００万を突破した先の世界


　

　

　正確には、月収で５４３万円だった。年収でいうと３０００万超えになるペースだった。

　

　お金には困らなくなった。居酒屋に入っても値段を見ずに注文をできるようになったし、新幹線にも躊躇なく乗れるようになった。直感で欲しいと思った服を値段を気にせずに買うことができるようになった。

　

　親孝行も少しずつだけどやれている。鹿児島は初任給を全て親に渡すという文化があるので、４月の給料はすべて両親に渡した。渡したお金はすぐに借金の返済に消えたようだが、これからも何かお金に困ったらすぐに助けてあげることができそうだ。

　

　ほかにも自動掃除機のルンバを買ったり、いきなり高級なカニを実家に送って困らせたこともあった。お酒が大好きな父親には、良い日本酒も何本かプレゼントした。

　

　

　意外なこともあった。僕の友人で大手の広告代理店に勤めている友人がいるのだが、彼と仕事の話をしてもしっかりと仕事の会話をすることができたのだ。

　

　彼の会社ではリモートワークと言って自宅で作業をするという制度があり、リモートワークの日に一緒に仕事をしたことがある。そのときに彼のやっている仕事の内容を聞いたのだが、自分がやっていることと大きな差はなかった。むしろ、僕のほうがビジネスとしてはレベルの高いことをやっていた気がした。その友人は日本では知らない人がいないほどの大手の企業の人間だったが、仕事のレベルが変わらなかったのは僕のなかで革命的な出来事だった。

　

　会社に入らなくても、仕事をできるようになる。結局、そこで自分がどれだけ本気でやれるかにかかっているのだ。東京にきてからたくさんの社長に会っているが、みんなが一緒に仕事をしたいと言ってくれる。一人の社長は、月３０万と家賃を出すから、うちの会社に来てくれないかと言ってくれた。単純に嬉しかったけれど、個人でどこまで行けるか挑戦をしたかったので、ありがたい話だったが断った。

　

　

　やりたいことができるようになっても、この結果にはまだ満足していない。ビジネスの可能性は無限にあり、もっと上を目指せると思っている。億を超えたはるか先の世界にも興味がある。

　

　

　僕はいま２２歳だが、同い年のライバルでもっと稼いでいる人がいる。後輩もメキメキ力を付けている。１８歳で年収１０００万を超えていたり、２０歳で７億を稼ぐような若者もいる。

　

　こういう若者はこれからの時代、どんどん出てくるらしい。

　

　だからこそ、年下には絶対に負けたくないと思う。おっさんになったとき、若者に抜かれるのだけは勘弁だ。尊敬されるかっこいい人間になるために、慢心せずに努力をしようと思う。

　

　

　ビジネスは、貧乏から僕を救ってくれた。自由な生活と余りある時間を与えてくれた。仲間も作ってくれたし、尊敬する人にも会わせてくれた。新しい世界にもたくさん連れていってくれた。

　

　知識も、資金も、人脈も全部ゼロだった。でもそこから這い上がり、ここまで人生を変えることができたのは、僕のなかで揺るがない自信になっている。

　

　もっともっと世の中に価値を提供して、僕と同じように人生を変えることができる人を増やしていく。そして、自分の周りに魅力的な人を増やしたい。価値観の合う仲間を作って、一緒に世界を楽しみたい。それが、僕がビジネスを続ける大きな原動力になっている。

　

　


哲学


　

　

　僕には、哲学がある。どこかで見た内容だったかもしれないし、一度は考えたことがあるかもしれない。でも、これは自分のなかで自然に発生したオリジナルの哲学だ。途中でこの哲学を持ってから、いつも僕の行動の指針となっている。

　

　どんなに辛くても、この哲学さえあれば道を間違えることはない。この哲学のおかげでここまで来ることができたし、これからも迷わず、明るく僕の足元を照らしてくれるだろう。

　

　

　その哲学は、誰もが知っている一つのシンプルな法則だ。

　

「人間として生まれてきた奇跡」

　

　について考えることである。

　　

　人間がこの世に生まれてくる確率を考えたことがあるだろうか。

　

　まず、生物学的な話をすると、人間は精子と卵子が結び付き、受精卵となって子宮のなかで着床する。そこから１０ヵ月間、母親のお腹のなかで大きくなってこの世に誕生してくる。

　

　一般的な精子の数は、１日あたり５０００万～１億ほど作られ、一回の射精で１億以上の精子が出てくる。そして、そのなかで最も強く、たくましい精子だけが無事に卵子にたどり着く。卵子も、月に１回は入れ替わる。ちょうど卵子がいるタイミングで、１億以上の精子との競争に勝って卵子に入らないといけない。

　

　人間として生まれてくる確率は、この時点で宝くじの１等を１００回当てることより難しい。(宝くじの１等が当たる割合は０．００００１%で、１００万の１の確率だ)

　

　それだけでも難しいのに、日本という国に生まれてくることはさらに難しい。日本は、銃弾で打たれることも、戦争に駆り出されることも、貧困でご飯が食べれないわけでもない。義務さえ果たせば、基本的な人権と自由は約束されている。むかしのように、爆弾が落ちてくる時代でも、人同士で殺し合う時代でも、貧乏で苦しむ時代でもなかった。

　

　いまの日本は、平和で、科学が進歩していて、とても清潔な時代である。まして、誰でも平等に成功できる自由が確立されようとしている。インターネットがあり、好きな情報を見ることができ、勉強したいことを勉強できる。会いたい人に会いに行き、稼ごうと思えば自分の力でお金を稼ぐことができる。

　

　

　こんなに恵まれていることがあるだろうか？僕は、いまこうして無事に大人になれたことを心の底から幸運だと思っている。滅多にない奇跡だし、今後二度とこういう幸運はないとすら思っている。

　

　生まれ変わりはあると思う。だが、人間として生まれてくる確率は限りなく低いと思う。同じくらい奇跡的な確率をくぐり抜けるか、人間以外の別の生物として生まれる確率のほうが圧倒的に高いはずだ。

　

　だから、僕は極めて幸運なたった一回の人生を、思いきり謳歌したいと思う。

　

　気分が上がらないことに時間を使ってる場合ではないし、無駄な時間を過ごしている場合でもない。それよりも、自分が心の底からワクワクすることに時間を使いたいと思っている。人生の時間は短くて、健康に過ごせる時間はもっと少ない。その貴重な時間を使ってやりたいことは全部やり、後悔のないように死んでいきたいと思う。

　

　まだ大して長い人生を送っているわけではないが、確信していることがある。

　

　

　それは

「人生は変えられる」

　ということ。

　

　誰でも言える、月並みな言葉だと思うかもしれない。

　

　でも、

　

　僕は狂気だらけの家庭に平和を取り戻せた。

　環境のせいで絶望的だった学力を覆した。

　自分の力でお金を稼いで自由になった。

　

　このセリフを言えるだけの経験を積んできた自負がある。

　

　そして、大人になってから分かったことだけれど・・・

　

　いまの日本における問題のほとんどは「お金」で解決すると思っている。お金がないから苦しい。お金がないから夢を追えない。お金がないから不自由だ。

　

　シンプルだけれど、ほとんどの問題はお金があれば解決する。

　

　だからもし、あなたが何かに苦しんでいるのであれば、「お金を生み出す方法」を教えるとともに、「人生は変えられる」という言葉を添えたいと思う。

　

　

　同じ人間だから、誰でもできると思う。

　

　特別な才能も、恵まれた環境も関係ない。

　

　日本に生まれた以上、誰でも成功できる環境にいる。

　

　人間として生まれてきた以上、１億の競争に勝った、たった一匹の優秀な遺伝子だからだ。

　

　


あとがき


　

　

　この書籍を書いている途中、何度か辛い過去を思い出して涙が流れました。

　

　誰にでも辛い過去はあると思いますが、こうして自分の過去を書き出してみると、忘れかけていた自分の「コア(核)」を見つけることができます。

　

　コアというのは、自分の行動のすべてを決める心臓のようなものです。書籍の最初のほうでも言った「エンジン」の部分だと言えるでしょう。

　

　

　このコアは、ポジティブな感情から来るというよりも、「負の感情」からくることが多いです。

　

　苦労したから、楽をしたい。

　いじめられたから、勝者でありたい。

　貧乏だったから、金持ちになりたい。

　

　そして、人生は短いから、短い人生を思いきり楽しみたい。

　

　こういったマイナスの側面と向き合う過程で、負の感情は味方だということに気付きました。

　

　悔しいとか、嫉妬とか、辛い気持ちとか、そういったものはすべて、やる気やモチベーションといった正の感情に変換することができます。

　

　つまり、負の感情は資産になるということです。僕は今でも劣等感に悩まされることはありますが、それらは前向きなやる気へと変換されています。

　

　やる気が出てきたら、すぐに行動に移してきました。暴力から逃げるために空手に通ったし、劣等感を失くすために勉強をしたし、貧困から逃げるためにビジネスを始めました。

　

　そして、自分が納得いくまで続けました。そうしたら、どこかで生活が変わる瞬間が訪れます。ガタイが良くなってきたこと、頭が少し良くなってきたこと、収入が増えて生活に余裕が出てきたこと。そこまで行けば、少しだけコンプレックスが改善します。しかし、ここで努力をやめてしまうと、根本的な解決にはなりません。最悪の場合は元の生活に戻ってしまいます。

　

　だから、もう少しだけ前に進んでみてください。

　

　信じて努力を続けていると、劇的に生活が変わる瞬間が訪れます。そのときにはいつの間にか結果は付いてくるし、気が付いたら周りの世界が変わっていることに気付くでしょう。

　

　そうして世界が変わったら、光り輝く楽しい毎日が待っています。毎日がドラマか、漫画のなかの世界、自分が主人公になった感覚で、モノクロだった世界がカラーになっかのように、彩りのある世界が待っています。

　

　そこまで行けば、本当に楽しいですよ。求めている世界は人それぞれだと思いますが、ぜひ自分の描く理想の世界を手に入れてみてください。

　

　僕もそのためなら、全力であなたをサポートします。

　

　

【著者プロフィール】
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　現在２２歳。空手とテコンドーで全国大会上位成績者。１８歳のときに日本一周の旅に出かけ、常識に捉われない様々な生き方に触れる。１９歳のときに東北復興支援ボランティアに参加し、日本の社会に強い疑問を持つようになる。２０歳でビジネスに挑戦。２１歳のときに自身のマーケティングノウハウをまとめた「ＬＢＡ」という商品が大ヒットを記録。大学在学中に起業。美容院や飲食店のウェブデザイン代行、中小企業の集客コンサルティング、語学系のコンテンツ販売など、多岐に渡って活動中。自身が運営するブログは月間４万ＰＶを記録。メルマガ購読者は延べ２０００人を突破。現在もビジネスの前線に立って情報発信を続けている。


    